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第１章 はじめに 

第1章 はじめに 

1. はじめに 

 

2025 年日本国際博覧会（以下、「大阪・関西万博」という。）は、2025（令和 7）年 4 月 13 日

（日）から 10 月 13 日（月）までの 184 日間、大阪市臨海部の人工島「夢洲（ゆめしま）」において開

催された。 

 

四方を海で囲まれているという地理上の制約から、橋・トンネル等、万博会場への交通アクセス手

段が限られるため、万博来場者を安全・円滑に輸送するためには、アクセスが特定の交通手段や経路

に集中しないバランスの取れた輸送計画を立案することが必要であった。 

また、同時に、大阪・関西圏の社会経済活動を支える人流・物流への影響を最小化し、経済活動と

両立させることが必要であり、そのためには、一般交通の抑制、分散、平準化を図る交通需要マネジメ

ント（TDM※）の取組が不可欠であった。 

 

TDM の実施にあたっては、企業や府民・市民等の協力が必要であることから、大阪府・市、公益社

団法人２０２５年日本国際博覧会協会、経済団体等が一体となった「2025 年大阪・関西万博交通円

滑化推進会議」を設立し、広範な働きかけを展開した。 

その結果、万博来場者輸送によって、鉄道等における通勤・通学等への支障、阪神高速道路におけ

る人流・物流への支障等、市民生活及び経済活動への大きな影響も特に見られなかった。 

 

本活動記録は、大阪・関西万博会期中の円滑な来場者輸送と経済活動の両立のために実施した

万博ＴＤＭの取組をとりまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＴＤＭとは、「Transportation Demand Management」の略で、「交通需要マネジメント」を指す。 

鉄道や道路利用者による交通発生源の調整や時間・経路の変更等、交通行動の変更を促して、発生交通量の抑制や 

集中の平準化等、「交通需要の調整」を行うことにより、交通混雑を緩和していく取組。 
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第２章 全体概要 

第2章 全体概要 

1. 大阪・関西万博の開催概要 

大阪・関西万博の開催概要は以下のとおりである。 

 

表 2.1 大阪・関西万博の開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：２０２５年日本国際博覧会協会 

図 2.１ 会場パース 

 

 

名称 ２０２５年日本国際博覧会（略称：大阪・関西万博） 

開催期間 ２０２５（令和７）年４月１３日（日）～１０月１３日（月） （１８４日間） 

開催場所 大阪府大阪市此花区 夢洲（ゆめしま） 

テーマ 
いのち輝く未来社会のデザイン 

Designing Future Society for Our Lives 

コンセプト 
-People’s Living Lab – 

未来社会の実験場 

総来場者数 ２９，０１７，９２４人 
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第２章 全体概要 

 

2. 来場者輸送の概要 

大阪・関西万博は、アクセスルートが限られた人工島での開催となったため、万博来場者を安全・円

滑に輸送するためには、アクセスが特定の交通手段や経路に集中しないバランスの取れた輸送計画

を立案することが必要であり、その計画を着実に実行するために十分な準備が必要であった。 

2020（令和 2）年 12 月に「2025 年日本国際博覧会基本計画」（以下、「基本計画」という。）が策

定され、想定来場者数を 2,820 万人と定められた。その後、2021（令和３）年７月に、大阪・関西万

博来場者の安全かつ円滑な輸送を行うための具体的な対策をとりまとめることを目的として、関係す

る行政機関及び団体が協議・調整を行う来場者輸送対策協議会を立ち上げ、「鉄道・バス」「道路」

「輸送円滑化」「水上輸送」に関する専門部会を設置し、来場者輸送に係る協議、検討の体制を整え

た。 

２０２２（令和４）年６月には、基本計画を受け、「大阪・関西万博 来場者輸送基本方針」（以下「基本

方針」という。）を策定し、来場者の円滑な輸送を実現するための基本的な方針を定めた。基本方針で

は、交通インフラを最大限活用し、全ての人が安全・快適に移動できるような取組を進めるとともに、

各アクセスルートのバランスの取れた利用を図るものとされた。 

２０２２年１０月、基本方針から更なる検討、関係機関等との協議を進め、万博来場者の安全・円滑

な移動を実現し、大阪・関西圏の社会経済活動を支える人流・物流への影響を最小化する目的のも

と、「大阪・関西万博 来場者輸送具体方針」の初版を策定した。その後、検討の進捗とともに計４回の

改定を行い、2024(令和６)年 12 月に来場者輸送具体方針（アクションプラン）の第５版（最終版）を

策定した。また、来場者輸送具体方針中において、働きかけ TDM の実施についても位置づけられ

た。 

表 2.２ 大阪・関西万博来場者輸送具体方針 検討項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※P&R（パークアンドライド）とは、出発地からは自動車を利用し、途中で電車やバス等に乗り換えて目的地まで移動する 

方式のこと。大阪・関西万博では、バスによる輸送を実施。 

 

来場者の方向別内訳 

想定する機関分担率 

主な来場者想定ルート 

交通ターミナル・万博 P＆R※駐車場等の運用 

持続可能性に配慮した取組 

交通分野における新技術の取組 

輸送需要平準化対策 

輸送供給拡大対策 

輸送円滑化対策 

来場者に向けた交通サービスの連携及び情報提供 

雑踏等に備えた警備誘導 

万博開催期間における体制 

来場者輸送対策を実施しても発生が想定される万博交通による影響 

働きかけ TDM 実施と期待する効果 
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第２章 全体概要 

 

 

出典：大阪・関西万博 来場者輸送具体方針第５版（一部加工） 

図 2.２ 交通手段別来場者内訳 

 

 

出典：大阪・関西万博 来場者輸送具体方針第５版 

図 2.３ 主な来場者想定ルート 
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第２章 全体概要 

 

 
出典：大阪・関西万博 来場者輸送具体方針第５版 

図 2.４ チケットコントロールによる需要平準化 

 

 

出典：大阪・関西万博 来場者輸送具体方針第５版 

図 2.５ 入場予約制度による需要平準化 
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第２章 全体概要 

 

3. 万博 TDM の概要 

2005 年愛知万博においては、会期前半では来場者が少ないものの、会期終盤にかけて急激に来

場者が増加する傾向が見られた。この実績を踏まえると、大阪・関西万博においても会期終盤にかけ

て駆け込み需要による来場者の増加が見込まれ、来場者輸送具体方針においては第３章２節の図 3.

１に示すとおり、日来場者数が、概ね 20 万人を超えたあたりから、輸送における鉄道の割合が加速度

的に増加するため、それに備えた対策が必要となった。 

そこで、まずは、比較的来場者が少ないと想定される前期や夏季にできるだけ来場してもらう取組

として、早期来場の呼びかけ、開幕券・前期券等の割引券や夏期のみ利用可能な夏パスの販売等、チ

ケットコントロールによる平準化を図る輸送需要平準化対策を講じた。その他、入場時間予約制度や

万博 P&R 駐車場への事前予約制、混雑日時や利用経路等で駐車場利用料金を変動させるダイナ

ミックプライシングの導入による需要平準化も実施した。 

また、輸送供給拡大対策として、Osaka Metro 中央線については、ピーク時の最大運行本数を

16 本から 24 本に増やすとともに、最大運行本数の運行時間帯を拡大した。JR 桜島線についても、

必要に応じてピーク時の最大運行本数を 10 本から 12 本に増やすこととなった。道路においても、阪

神高速道路の JCT 部等での交通容量拡大や舞洲、堺、尼崎の万博 P&R 駐車場周辺の交通対策

を実施した。 

しかしながら、こういった来場者輸送対策を実施しても、想定された日計画来場者数 22.7 万人※１

のもとでは、会期終盤や混雑が予測される特定の時間帯において、鉄道では Osaka Metro 中央線

の混雑率が約 140％に達する見込みであり、また道路においても、阪神高速道路の渋滞長の延伸や

舞洲への入口付近の交通集中という課題が解消されないことが想定されたことから、これらリスクの

解消対策として、一般交通についても抑制、分散、平準化を目的とした TDM の実施を働きかけるこ

ととし、来場者輸送対策協議会において、下記のとおり、達成目標を設定した。 

また、万博 TDM の実施にあたっては、企業や府民・市民等の協力が不可欠であることから、分か

りやすさ、取り組みやすさの観点から、一定期間の単位で、実施の強度を分けるものとした。 

※１ 総来場者数 2,820 万人のうち、ピーク時の 1 日あたりの来場者数の上位１０％平均 

 

 
 

 

 

＜万博 TDM により、達成を目指す目標＞ 

ア） 鉄道  Osaka Metro 中央線において混雑率 120％※２ 

イ） 道路  阪神高速道路における渋滞長は、通常時の最大を超えない。 

※２ 大阪圏に在する鉄道路線を通じた各路線主要区間の最混雑時間帯 1 時間の混雑率の平均値 
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第３章 万博 TDM 検討の軌跡 

第3章 万博 TDM 検討の軌跡 

1. 推進体制の設置 

（1） ２０２５年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議の設置概要 

第２章３節に示した万博 TDM の目標達成に向け、２０２２（令和４）年 12 月 27 日に、「2025 年

大阪・関西万博 交通円滑化推進会議」（以下、「交通円滑化推進会議」という。）を設置した。これは、

万博会期中に万博関連交通と通勤や物流等に係る一般交通の輻輳による混雑を低減させるため、在

宅勤務や時差出勤、混雑予測箇所の迂回等、住民や企業等の交通にあたっての行動変容を促す取

組を官民一体となって検討・調整し、企業や府民・市民等に広く協力を働きかけるため設置したもの

である。 

 

（2） 構成メンバー 

交通円滑化推進会議は、表３．１のとおり、官民の関係者で組織した。 

なお、事務局は、大阪府・大阪市万博推進局及び公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会交

通局が担った。 

表 ３.1 構成メンバー 

会長 大阪府知事 

会長代行 大阪市長 

副会長 公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 事務総長 

委員 

公益社団法人関西経済連合会 会長 

大阪商工会議所 会頭 

一般社団法人関西経済同友会 代表幹事 

協力委員 

経済産業省 近畿経済産業局長 

国土交通省 近畿地方整備局長 

国土交通省 近畿運輸局長 

関西鉄道協会 会長 

近畿バス団体協議会 会長 
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第３章 万博 TDM 検討の軌跡 

 

交通円滑化推進会議に幹事会を置き、構成団体の実務担当者等に委員として参画いただいた。幹

事会には、表 3.2 に示す大阪府・大阪市特別参与及び有識者にも参画いただき、様々なご意見を伺

った。 

表 ３.2 大阪府・大阪市特別参与及び有識者 

選任者 選任理由 

神田 昌幸（大阪府・大阪市特別参与） 

（元 公益財団法人東京オリンピック・ 

 パラリンピック競技大会組織委員会 

 輸送局長） 

東京 2020 大会において組織委員会輸送局長として交通・輸送関連業務全般

を担当、首都高速の料金施策を含む大規模な交通マネジメント等を実践し、大

会輸送を成功に導いた。万博においても、来場者の円滑な輸送を実現する必要

があり、開催自治体として東京 2020 大会で実践された知見の活用を図るため 

塩見 康博 教授 

（立命館大学 理工学部 

 環境都市工学科） 

道路交通や公共交通を対象に、都市・地域内の移動に関わる安全性・円滑性・

効率性を改善するための交通マネジメント手法を提案する研究の知見を踏ま

え、万博時の TDM について交通モード間の円滑化等の観点におけるご意見を

伺うため 

大庭 哲治 教授 

（京都大学大学院 経営管理大学院） 

都市内の歩きやすさを客観的に評価し、地理情報システム(GIS)を用いて、歩

行活動量に対応する環境要因を分析するなど、歩行空間の効果的な整備手法

の構築に関する研究の知見を有していることから、万博開催時における TDM に

ついて、歩行空間に起因する歩行活動等の観点からご意見を伺うため 

Jan-Dirk Schmoecker 准教授 

（京都大学大学院 工学研究科） 

観光ルート、観光交通の意思決定等の行動分析等の知見を踏まえ、万博時の

TDM について観光旅行者の行動変容等の観点でのご意見を伺うため 

 

 

写真 ３.１ 第２回交通円滑化推進会議 集合写真 

                （会議の構成メンバー及び万博 TDM 協力意向企業） 
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（3） 交通円滑化推進会議の開催状況 

202２（令和４）年１２月２７日の立ち上げ以降、計６回開催された。各回における議事は下記のとお

りである。２０２５（令和 7）年１２月１２日開催の第６回会議において、万博会期を通した万博 TDM の

総括を行った。 

また、交通円滑化推進会議の円滑な運営を図るため、計 11 回の幹事会を開催し、万博 TDM の

機運醸成に向けた実務的な検討を進めた。 

 

表 ３.３ 交通円滑化推進会議の開催経緯 

回次 開催日程 議事 

第１回 ２０２２年１２月２７日（火） 
・２０２５年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議の設置について 

・現状と今後の進め方（案）について 

第２回 ２０２３年１２月２７日（水） 
・企業への働きかけについて 

・先導的取組について 

第３回 ２０２４年８月２６日（月） 

・企業への働きかけについて 

・ＴＤＭトライアル計画について 

・今後の進め方 

第４回 ２０２４年１２月２３日（月） 

・ＴＤＭトライアルの検証結果 

・ＴＤＭパートナー企業登録促進に向けた取組  

・１００日前広報について 

第５回 ２０２５年９月１１日（木） 

・6、8 月における万博ＴＤＭの取組及び検証結果  

・ＴＤＭ機運醸成に向けた取組 

・会期終盤に向けた広報方針 

第６回 
２０２５年１２月１２日（金） 

（書面開催） 

・万博 TDM の取組及び検証結果について 

・TDM パートナー登録について 
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2. 万博 TDM の働きかけ 

（1） 働きかけの期間 

 

a)日来場者数と機関分担率の推移 

下記に来場者輸送具体方針における日来場者数と機関分担率の推移のシミュレーション結果を示

す。 

日来場者数が 10 万人までは、愛知万博ベースの機関分担率で輸送が行われるものと想定され

た。日来場者数が 11.9 万人に達すると、駅シャトルバス等の輸送力が、夢洲交通ターミナルや各駅バ

スターミナルの受け入れ容量及び各バス事業者が運行できるバスの便数等から限界に達し、18.6 万

人に達すると、万博 P&R 駐車場の自家用車が受け入れ限界に達し、22.7 万人に達すると、団体バ

スも受け入れ限界に達する。 

さらに、日来場者数が、概ね 20 万人を超えたあたりから、輸送における鉄道の割合が加速度的に

増加するため、それに備えた対策が必要となった。 

 

 

 

出典：大阪・関西万博 来場者輸送具体方針第 5 版 

図 ３.１ 日来場者数と機関分担率の割合 
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b)需要予測に基づく期間別の万博 TDM の呼びかけ 

このため、鉄道の混雑率を踏まえながら、「TDM の準備を呼びかける」（来場者数 13.6 万人※1／

日以下）、「TDM を呼びかける」（来場者数 13.6 万人/日から 20.4 万人※2/日）、「TDM を強く呼

びかける」（20.4 万人/日以上）の３段階に呼びかけの強度を分けることとした。その上で、需要予測

に基づき、万博会期中の 6 月及び８月のお盆以降から９月までを「ＴＤＭを呼びかける」、会期終盤の

10 月を「ＴＤＭを強く呼びかける」期間とし、取組のメリハリ付けを行うことで、企業等の協力を得られ

やすいよう工夫を行った。また、自家用車や駅シャトルバス等による道路交通量も一定量見込まれる

ことから、道路混雑対策に必要な万博ＴＤＭについても検討することとした。 
※1 日計画来場者数（万博会期中の上位１割の平均来場者数）22.7 万人/日＊６割（図３.1 参照） 

※2 日計画来場者数（万博会期中の上位１割の平均来場者数）22.7 万人/日＊９割（図 3.1 参照） 

 

（参考）混雑 3 段階 日ごと割り付け（平日） 

 
※万博 TDM 実施の呼びかけは、通勤・通学又は業務交通需要が大きい平日を対象として行うものとする。 

※土日祝及びゴールデンウィークとお盆期間について、土曜日に港湾物流が稼働している等、会場周辺の交通特性がある 

ものの、平日と交通需要が大きく異なることから、必ずしも、平日と同じ強度で万博 TDM の実施を呼びかける必要はな

いと考えられる。 

出典：大阪・関西万博 来場者輸送具体方針第 5 版 

図 ３.2 万博 TDM の呼びかけの強度及び期間 
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（2） 働きかけの区間・時間帯 

 

a)鉄道利用者への働きかけの区間・時間帯 

最も輸送力が大きく、かつ、万博会場に直接乗り入れることができる Osaka Metro 中央線 

（弁天町駅→コスモスクエア駅）や、Osaka Metro 中央線との乗換駅である本町駅へ向かう

Osaka Metro 御堂筋線（梅田駅→本町駅）において混雑が予測された。このことから、両路線の平

日朝ピーク時（8 時台から 10 時台）の時間帯を対象として万博 TDM の取組を働きかけた。 

 

 

出典：万博 TDM リーフレット 

図 ３.3 想定される主な混雑路線・区間 ＜鉄道・来場方向＞ 
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b)道路利用者への働きかけの区間・時間帯 

阪神高速道路 16 号大阪港線下り（東船場→西船場）で約２km、阪神高速道路 11 号池田線上り

（塚本→福島）で約 0.3km 渋滞長が延伸すると予想されたため、平日午前中を対象に万博 TDM

の取組を働きかけた。 

 

 
出典：万博 TDM リーフレット 

図 ３.4 想定される主な混雑 ＜道路・来場方向＞ 
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また、万博会場の周辺では、多くの来場者が自家用車や駅シャトルバス等で同時にアクセスするこ

とにより、慢性的な渋滞が引き起こされる可能性があるため、会場の最寄り出口である阪神高速道路

湾岸舞洲出口に加え、会場周辺の一般道路についても、平日午前中を対象に万博ＴＤＭを働きかけ

た。 

 

 
出典：万博 TDM リーフレット 

図 ３.5 想定される主な混雑 ＜道路・来場方向＞ 
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（3） 働きかけの内容 

万博 TDM による交通量低減に資する取組内容・メニューについて、東京２０２０オリンピック・パラ

リンピック競技大会の事例等を基に検討した。 

 

表 ３．4 取組内容と主な取組メニュー 

 
出典：万博ＴＤＭリーフレット 
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表 ３.５ 〔参考〕東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会における取組例 

 

 

 
出典：国土交通省関東運輸局 HP（https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/000159585.pdf） 
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（4） 働きかけのエリア 

万博会場周辺や Osaka Metro 中央線は来場者等により、人流・物流が集中し、混雑が予想され

ることから、重点エリアと位置づけた。加えて、駅シャトルバス発着地周辺地域等のエリアについても

人流の集中や混雑が予想されることから、主要エリアと位置づけた。 

 

 
出典：万博ＴＤＭリーフレット 

図 ３.6 重点エリア・主要エリア箇所図 
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3. 企業等への働きかけ 

（1） 万博 TDM パートナー登録制度の設立 

万博 TDM の推進にあたり、企業等に万博 TDM の必要性を分かりやすく伝えることが重要であ

り、交通円滑化推進会議立ち上げ以降、企業へのヒアリングや説明会を実施した。 

ヒアリングの結果、混雑の影響を受ける企業は万博 TDM に関心を持っており、特に「万博時の交

通状況を知りたい」というニーズがあることが分かった。 

これを受け、企業への働きかけにあたっては、万博 TDM を知らない方々には「万博 TDM の内容

や必要性を知っていただく」ことを、万博 TDM に関心を持たれている方々には「交通状況をより理解

していただく」ことを狙いとした取組が必要であった。 

そこで、万博 TDM に取り組むにあたっての企業等における準備期間を鑑みて、早期に働きかける

こととし、万博ＴＤＭの取組にご協力いただける企業等を募集する「万博 TDM パートナー登録制度」

を２０２４（令和６）年２月２０日より開始し、交通混雑緩和の取組を促進する仕組みを構築した。 

 

 

 

 

 

＜２０２４年２月２０日時点の募集内容＞ 

登録要件 

下記の①～③までの全ての要件を満たす企業、団体及び個人事業主（以下、「団体等」と

いう。）を対象とする。 

   ① 大阪府内に事業所・活動拠点等を有する団体等 

   ② 大阪・関西万博開催期間に万博 TDM の取組にご協力いただける方 

     （万博 TDM 実施、取組内容のアンケートへの回答等） 

   ③ 暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力との関係を有する組織ではないと 

     ともに公序良俗に反する団体等ではない方 

登録のメリット 

   ① メールマガジンの配信 

      交通状況の更なる理解、万博 TDM の検討の 

      深度化を期待し、万博開催時の交通情報・他の 

      企業の取組等の参考情報をプッシュ型でメール 

      マガジンを配信した。 

   ② 万博 TDM パートナー登録専用ホームページ  

      万博 TDM パートナー登録のための専用ホーム 

      ページを開設するとともに、万博 TDM に取り組む 

      企業の拡大、取組意欲の向上を期待し、企業名を 

      公表した。 

   ③ 万博 TDM パートナー登録証の発行 

      万博 TDM に取り組む企業等の拡大、取組意欲の 

      向上を期待し、登録していただいた企業等に対して 

      万博 TDM パートナー登録証を発行した。 

図 ３.７  

万博 TDM パートナー登録証 
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（2） 万博 TDM パートナー登録企業募集チラシの作成 

万博 TDM パートナーの募集にあたり、概要や登録のメリット等を取りまとめたチラシを作成した。

A４両面に収まるよう掲載内容を絞り、万博 TDM パートナーの概要、登録のメリット、万博 TDM の

必要性等を取りまとめ、万博 TDM パートナー登録専用ホームページに掲載した。 

 

  

図 ３.８ 万博 TDM パートナー登録企業募集チラシ（2024 年 2 月時点） 

 

（3） 万博 TDM リーフレットの作成 

万博 TDM パートナー募集にあたり、A４両面のチラシよりもさらに詳細な情報を網羅した、企業向

けリーフレットを作成した。チラシの情報に加え、万博会場へのアクセスルート（鉄道・道路）、万博会期

中の混雑予測、時間別の来退場予測、想定される主な混雑区間（鉄道・阪神高速道路・会場周辺道

路）、万博 TDM による達成目標ならびに取組内容等を取りまとめた。 
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図 ３．9 万博 TDM リーフレット（P1～4）（2024 年 2 月時点） 
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図 ３.１0 万博 TDM リーフレット（P5～8）（2024 年 2 月時点） 
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（4） 万博 TDM パートナー登録に関する情報発信 

万博 TDM パートナー登録促進のため、前述の万博 TDM パートナー登録企業募集チラシや万博

TDM リーフレットを活用し、あらゆる機会をとらえて積極的な周知・情報発信に努めた。 

具体的には、大阪府・市・博覧会協会・経済団体によるホームページへの掲出や、Instagram・X

等の SNS を利用した発信等に加え、下記の表のとおり個別訪問や説明会等による情報発信を行っ

た。 

表 ３.６ 万博 TDM パートナー登録に関する情報発信（２０２４（令和６）年２月～２０２４年９月時点） 

発信ツール 件数 備考 

メールマガジン 約１９，０００社・団体 
・経済団体 会員企業 

・近畿圏内商工会議所 等 

個別依頼・訪問 約３，６００社・団体 

・万博会場周辺区の企業・団体 

・大阪市エリアマネジメント団体 

・Osaka Metro 中央線沿線主要集客施設 等 

広報誌 ７誌 

・関西経済連合会 会報誌 

・大阪商工会議所 会報誌 

・関西鉄道協会 会報誌 

・中小企業お役立ち情報（大阪産業局） 

・区広報誌（此花区・港区・住之江区） 

説明会 ２７回 
・万博会場周辺区における企業・団体向けの説明会 

・経済団体 会員企業向けの説明会 等 
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4. 大阪府・市各部局への働きかけ 

企業等へ万博 TDM への協力を働きかけるとともに、地元自治体である大阪府・市が積極的に万

博 TDM に取り組む必要があるため、特に混雑が予測された Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝

潮橋駅間）区間を通勤経路とする職員が多い咲洲庁舎・ATC 庁舎部局を中心に、実施可能な取組

メニューを検討した。検討にあたり大阪府・市各部局へ万博 TDM についての説明や、アンケート調査

及びヒアリング調査を実施した。 

 

（1） 説明会及びアンケート調査の実施 

万博 TDM の必要性を理解し、万博 TDM の取組への協力と各部局における実行可能な取組を

把握するため、2023（令和５）年７月 20 日に説明会を開催し、その後、アンケート調査を実施した。 

調査の結果、テレワークや休暇取得等が実行可能な取組として回答が多かった。一方で、サテライト

オフィスの確保・充実や窓口等の業務において一定数の職員確保等が課題として挙げられた。 

 

（2） 各部局へのヒアリングの実施 

咲洲庁舎・ATC 庁舎部局に通勤する職員については、特に混雑する期間（２０２５（令和７）年 10

月１日から 10 月 13 日）において、在宅勤務、サテライトオフィス（代替の執務室）勤務、休暇取得等

の取組により約 7 割の通勤削減を目指す想定のもと、目標の達成に向け、各部局の業務上の課題を

把握するため、改めて咲洲庁舎・ATC 庁舎部局に対して検討状況の説明及びヒアリングを実施し

た。 

ヒアリングの結果、咲洲庁舎・ＡＴＣ庁舎勤務職員の全体数把握段階であるが自部局のサテライト

オフィスだけでは約７割の通勤削減の達成が厳しいといった意見があったため、追加のサテライトオフ

ィスの確保に向け、関係部局との調整を実施していくこととした。 

 

 

 

 

 

 

調査期間： ２０２３（令和５）年７月２０日～８月１０日 

調査対象： 府市全部局 

調査内容： 各部局が実行可能と考える TDM 取組項目・内容及び、取組項目の課題等 

実施期間： ２０２３（令和５）年１２月８日～１２月１５日 

調査対象： 咲洲庁舎・ATC 庁舎の各部局 

調査内容： 取組実施にあたっての課題等の懸念事項、 

 咲洲庁舎・ＡＴＣ庁舎の勤務職員の全体数の確認等 
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（3） 大阪府・市の取組 

(1)から(2)の結果を踏まえ、交通円滑化推進会議（第２回）において、以下の取組メニューを公表

し、万博 TDM に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テレワーク推進・休暇取得促進等による通勤削減 

特に、Osaka Metro 中央線の混雑緩和に寄与するため、咲洲庁舎・ATC 庁舎部局に 

通勤する職員については、以下の通勤削減目標を設定した。その他の部局についても 

一定の通勤削減を引き続き検討することとした。 

 非常に混雑する期間：２０２５（令和７）年１０月１日～１０月１３日 

 ⇒７割※１の通勤削減 

 混雑する期間：２０２５年６月１日～６月３０日、８月１８日～９月３０日 

  ⇒３割※２の通勤削減 

 

・オンライン会議の活用等による出張抑制 

・庁用自動車の利用時に混雑予測箇所を回避 

・備品の納品時期の調整 

・主催の研修やイベントの開催時期・場所・方法の調整 

・発注工事の調整（施工時期・時間等） 

 
※1  緊急事態宣言下において、新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針に示された 

  出勤抑制率７割を削減可能な最大数として設定 

※2  緊急事態宣言下に準ずる「まん延防止等重点措置期間」において、大阪府の出勤抑制の 

  実施率が３割程度であったことから、取組割合として設定 
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5. 万博開幕までの進め方 

万博会期本番での万博ＴＤＭの実効性を高めるため、万博会期終盤の最混雑期に相当する期間

の１年前にあたる 2024（令和６）年 9 月から 10 月に万博 TDM の試行（トライアル）を実施すること

とした。 

また、府民・市民等への働きかけは、万博の機運醸成が進んだ段階の方が、情報の浸透が期待され

るため、開幕 100 日前から開始することとした。 

 

 

出典：第 2 回 交通円滑化推進会議資料（一部加工） 

図 ３．１1 万博開幕までの進め方 
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第4章 万博 TDM トライアル 

1. 取組の経緯・概要 

万博 TDM トライアルの経緯と概要を以下に示す。 

 

（1） 万博 TDM トライアルの経緯 

万博会期中に最も来場者が集中し、混雑が想定される会期終盤の 1 年前に、企業や府民・市民等

が実際に万博 TDM の取組を行うことで、交通量低減の効果を確認するとともに、課題を把握し、必

要な対策等を検討するため、万博 TDM の試行として「万博 TDM トライアル」（以下、「トライアル」と

いう。）を実施した。 

 

（2） トライアルの概要（目的、期間、対象等） 

a)目的 

・万博 TDM パートナー等によるトライアルへの参加、ならびに課題の把握 

・トライアルの内容と交通量低減の相関関係把握（交通量低減における万博 TDM の有意性確認） 

・検証結果の公表による万博 TDM の取組の重要性に対する企業の意識向上 

 

b)実施期間 

最も来場者が集中する会期終盤の１年前となる、2024（令和６）年 9 月 30 日（月）から 10 月 4

日（金）をトライアル期間と設定した。 

 

≪2024 年カレンダー≫                      ≪（参考）2025 年カレンダー（万博開催年度）≫ 

  

図 ４.１ 万博 TDM トライアル期間 
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第４章 万博 TDM トライアル 

 

c)実施対象 

・万博 TDM パートナー等 

・交通円滑化推進会議構成団体（大阪府・市、博覧会協会、経済団体、交通事業者等） 

・大阪市内の国機関※（約 40 機関・事業所） 

※内閣官房国際博覧会推進本部事務局を通じて働きかけ 

 

d）実施対象エリア 

万博会期中における取組と同様に、下記「重点エリア」「主要エリア」を実施対象エリアとして設定し

た。 

 

また、当該エリア以外の企業についても商談や打合せで Osaka Metro 中央線や万博会場周辺

の道路の利用が想定されることから、重点エリア・主要エリアを含む大阪府全域の企業を対象にトライ

アルへの協力を働きかけることとした。 

 

 

図 ４.２ 重点エリア・主要エリア箇所図（再掲） 

 

 

 

 

［重点エリア］ Osaka Metro 中央線周辺、万博会場周辺 

［主要エリア］ 大阪市内等の主要ターミナル周辺の駅シャトルバス発着地 
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第４章 万博 TDM トライアル 

 

e)取組内容 

鉄道については、万博交通の集中が予測される Osaka Metro 中央線・御堂筋線の平日朝ピー

ク時（８時台から 10 時台）の利用を回避する行動、道路については、万博交通の集中が予測される

平日午前における万博会場周辺等の一般道路、阪神高速道路の利用を回避する行動を働きかけた。 

これを実行するために、在宅勤務、休暇取得等の「移動量・配送量を削減する取組」、時差出勤等

の「混雑時期・時間帯を回避する取組」、通勤経路の変更等の「混雑場所・ルートを回避する取組」の

取組例の中から実施可能な取組について実践いただいた。 

 

 

図 ４.3 万博 TDM トライアルの主な取組メニュー 

 

（3） 交通円滑化推進会議構成団体の取組 

トライアル期間について、万博 TDM パートナー等の、企業の皆さまによる取組に加え、大阪府・市

や博覧会協会においても、取組を実施した。 

具体的には、咲洲庁舎、ATC 庁舎部局の大阪府・市職員、及び博覧会協会は、会期終盤の最混

雑期を見据え、時差出勤や在宅勤務等により Osaka Metro 中央線の午前中の混雑時間帯におけ

る７割の通勤削減を目指した。加えて、目標値は設定しなかったものの、交通円滑化推進会議構成団

体である経済団体、国機関、鉄道・バス・トラック事業者等においても、トライアルの実施及び、会員企

業や関係企業等への周知を行った。 
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第４章 万博 TDM トライアル 

 

なお、咲洲庁舎・ATC 庁舎部局の大阪府・市職員へ、トライアルを含む万博ＴＤＭの取組を受け、

下記に示す各種調整を行った。 

 

＜大阪府・市の各部局への万博 TDM 実施（トライアル含む）に向けた調査の実施＞ 

前述の「第３章４節．大阪府・市各部局への働きかけ」でのヒアリング結果、ならびにトライアル実施

期間の決定を踏まえ、改めて、2024（令和６）年５月から６月にかけて、咲洲庁舎・ATC 庁舎の大阪

府・市部局に対し、取組目標達成のために必要な整理として、所管施設でサテライトオフィスとして使

用可能な会議室の有無の確認、取組目標に対し想定される通勤削減率、ならびに各種課題の洗い出

しのための調査を行った。 

 

調査の結果、取組目標達成にあたり、複数部局より下記の課題解決に向けた意見が出され、調整

を行った。 

 

＜自部局所管以外のサテライトオフィスの確保（大阪府・市）＞ 

Osaka Metro 中央線の混雑時間帯の通勤削減を行いながら、通常業務を継続していく上で、職

場の分散化を図るためのサテライトオフィスとして、自部局所管以外のサテライトオフィスを望む意見

が引き続き多く、府庁新別館や市役所地下等の共通会議室をサテライトオフィスとしてトライアル期

間、ならびに万博会期中に確保する調整を行った。 

 

＜テレワークの取扱いについて（大阪市）＞ 

大阪市のテレワークの実施頻度は、大阪府と異なり、テレワーク実施要綱細則において、週２日以内

と定められているが、企業や府民・市民等に対し、テレワークや時差出勤等、万博 TDM への協力を

働きかけることから、大阪市としても、万博会期中の非常に混雑する期間について、７割削減の目標

達成に向け、ATC 庁舎に通勤する職員については、トライアル期間中、週４日以内の運用の取扱いと

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期間： ２０２４（令和６）年５月２９日～６月１２日 

取組目標： ・非常に混雑する期間： ２０２５年１０月１日～１３日_７割の通勤削減 

・混雑する期間     ： ２０２５年６月１日～３０日_３割の通勤削減 

： ２０２５年８月１８日～９月３０日_３割の通勤削減 

調査内容： 自部局所管施設でサテライト勤務場所として活用可能な施設の確認、 

通勤削減率や取組メニューごとの想定人数、目標達成に向けた課題等 
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2. トライアルに伴う広報 

（1） 広報物の作成 

トライアルの対象が重点エリア・主要エリアを含む大阪府全域の企業のため、多くの企業の方に、ト

ライアルに対する認知・協力への機運醸成に向け、取組対象や取組内容等について訴求した広報を

実施した。また、広報には大阪・関西万博公式キャラクターのミャクミャクを活用し、赤と青のカラーリン

グで“万博らしさ”を演出し、万博の取組であることを訴求した。 

 

  
図 ４．４ ポスター（上）・チラシ（下） 

 

（2） 広報物の掲出場所（Osaka Metro 等） 

特に混雑が予想される Osaka Metro において、中央線や御堂筋線を中心に、車内ドア横や駅構

内等へ広報物を掲出した。 

また、交通円滑化推進会議構成団体である経済団体（関西経済連合会、大阪商工会議所、関西経

済同友会）や鉄道会社（JR 西日本、阪神電鉄、阪急電鉄等）、国機関（近畿地方整備局、近畿運輸

局、近畿経済産業局）の協力により、各々が所有する施設や広報誌にも掲出した。 

加えて、Osaka Metro 主要駅や区役所（此花区・港区・住之江区）へのチラシ配架も実施した。 

 



 

31 

第４章 万博 TDM トライアル 

 

表 ４．１ Osaka Metro での掲出場所 

媒体 掲出場所 掲出期間 

車内ドア横ポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 全線の全車両（１，４４０枚） 

※ニュートラム線除く 
２０２４年９月１０日～３０日 

駅構内ポスター 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅（２枚）、 

 梅田駅（６枚）、心斎橋駅（２枚）、なんば駅（４枚） 

Osaka Metro 谷町線：東梅田駅（２枚）、天王寺駅（２枚） 

Osaka Metro 四つ橋線：西梅田駅（２枚） 

２０２４年９月９日～２２日 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅（２枚）、 

 梅田駅（６枚）、心斎橋駅（２枚）、なんば駅（２枚） 

Osaka Metro 中央線：本町駅（２枚） 

２０２４年９月２３日 

～１０月４日 

改札内ポスター 

Osaka Metro 本町駅（１８枚）、梅田駅（４２枚） 

※階段やエスカレーター横に連続してポスターを掲出し、集中的に 

広報を実施 

２０２４年９月１６日 

～１０月４日 

 

 

  

  

写真 ４．1 Osaka Metro 駅構内及び車内ポスター 

 

 

 

 

 

Osaka Metro 谷町線東梅田駅 Osaka Metro 御堂筋線梅田駅 

Osaka Metro 中央線本町駅 Osaka Metro 車内 
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写真 4．2 大阪商工会議所 デジタルサイネージ（左）・近畿地方整備局 デジタルサイネージ（右） 

  

写真 4．3 近畿運輸局 ポスター（左）・西日本旅客鉄道 デジタルサイネージ（右） 

  

写真 4．4 阪神電気鉄道 デジタルサイネージ（左）・いちょうテラス淀屋橋 デジタルサイネージ（右） 
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（3） WEB 広告 

万博 TDM パートナー登録促進と、企業や府民・市民等の万博 TDM への協力を促すため、WEB

上での働きかけを実施した。 

配信後には万博 TDM 専用ホームページ、万博 TDM パートナー登録専用ホームページへ遷移し

た人数を調査し、トライアル以降の広告媒体選定の指標として活用した。 

表 ４．２ WEB 広告一覧 

媒体種類 媒体概要 掲出先 目的 配信対象 配信期間と実績 

検索広告 

特定のキーワード※1

を検索した際に、検

索結果の画面内に

表示できる媒体 

Google 

検索広告 ・万博 TDM 

 パートナー登録 

・万博 TDM への 

 認知拡大 

・大阪府内の 

 従業員 

・府民・市民等 

２０２４年９月２０日 

      ～１０月３０日 

・表示回数：９，７３１回 

・クリック数：８７２回 

２０２４年１１月１日 

      ～２０２５年１月２６日 

・表示回数：２３，０５６回 

・クリック数：１，６２６回 

Yahoo！ 

検索広告 

２０２４年９月２０日 

      ～１０月３０日 

・表示回数：３７，７３３回 

・クリック数：１，０６８回 

ディスプレイ 

広告 

ウェブサイトやアプリ

等の広告枠に画像と

テキストを掲出でき

る媒体 

Facebook 

Instagram ・万博 TDM 

 パートナー登録 

・大阪府内の 

 従業員 

・梅田やなんば 

 等の主要な 

 ビジネス街の 

 従業員 

２０２４年９月２０日 

      ～１０月３０日 

・表示回数：２，５７９，３４０回 

・クリック数：２０，８９１回 

ニュースサイト 

等の広告面※2 

・大阪府内の 

 従業員 

※1  キーワード（一部抜粋）  

 Google の場合： 万博 募集、万博 TDM、TDM、関西万博 TDM、大阪万博 企業参加 

 Yahoo！の場合： SDGs、万博 募集、関西万博 募集、大阪万博 募集、インフラ 

※２  マイクロアド社の広告配信サービスである UNIVERSE Ads を活用 

      

 

図 ４．5 WEB 広告掲載イメージ 

 

   

図 ４．６ WEB 広告掲載バナー 

 

Google 検索広告、Yahoo！検索広告 

 

ニュースサイト等の広告面 Facebook、Instagram 
※一般投稿された画像や 

動画の合間等に掲載 
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（4） 万博 TDM トライアル専用ホームページの立ち上げ 

大阪市ホームページ上における万博 TDM パートナーの登録受付のためのホームページとは別に、

トライアルにおける広報や後述するトライアル後に実施したアンケートへの受け皿(遷移先)として、万

博 TDM トライアル専用ホームページを作成した。 

以降、トライアルの結果や万博会期中における万博 TDM に関する各種取組の成果や広報関係等

については、随時、当該ホームページを更新しながら掲載した（トライアル終了後は、万博 TDM 専用

ホームページに改称して更新した）。 

 

 

図 ４．７ 万博 TDM トライアル専用ホームページ 
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3. トライアルの検証結果 

（1） 鉄道の混雑状況 

 

a)検証内容 

検証期間は、トライアル実施期間の、２０２４（令和６）年９月３０日から１０月４日とし、比較対象週を、

トライアル週の前後週とした。なお、前週については、９月１６日（月）及び２３日（月）が祝日であったた

め、当該週を除く直近の週として、９月９日の週を採用した。 

検証区間は、Osaka Metro 中央線で最も混雑が予測された「弁天町駅→朝潮橋駅」区間、検証

時間は、混雑対策が必要となる平日朝ピーク時の８時台から１０時台とした。 

 

検証内容は、大きく３項目とした。 

１点目は、万博 TDM パートナー、咲洲・ATC 部局の大阪府・市、博覧会協会等の取組効果を把握

するため、「Osaka Metro のコスモスクエア駅、トレードセンター前駅の降車人数の変化」を検証し

た。 

２点目は、Osaka Metro 中央線で最も混雑が予測される「弁天町駅→朝潮橋駅間」の区間混雑

率の変化を検証した。 

３点目は、トライアル時は万博来場交通がないため、想定に基づいた万博需要を加味した場合の 

Ｏｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ中央線「弁天町駅→朝潮橋駅間」の混雑率が目標の 120％を達成できているのかを

検証した。 
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b)検証結果 

（ⅰ）Osaka Metro のコスモスクエア駅、トレードセンター前駅の降車人数 

トライアル週の後半（１０月２日（水）から４日（金））においては、前週及び後週よりも、コスモスクエア

駅とトレードセンター前駅の降車人数の合計値が多い結果となった。 

 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.８ コスモスクエア駅・トレードセンター前駅の降車人数（8～10 時台） 

 

万博 TDM の取組を行ったにもかかわらず、なぜトライアル週後半においては、このような結果にな

ったのか、その原因を分析した結果、イベント利用者や大学通学者等、Osaka Metro 中央線沿線

主要集客施設等の利用状況の影響であることが判明し、万博会期本番に向け、これら主要集客施設

等との調整、連携が必要であることが確認された。 

このため、これら沿線主要集客施設等の利用者（大阪府・大阪市万博推進局により試算）を除く降

車人数により、交通量低減量の検証を行った。 

その結果、トライアル週の降車人数が前後の比較対象週と比較して、概ね２０％減と大きく下回って

いることが判明し、万博 TDM パートナー、大阪府・市、協会等の取組が交通量低減に効果があること

が確認された。 

 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.９ 沿線主要集客施設等の要素控除後のコスモスクエア駅・トレードセンター前駅の降車人数（8～10 時台） 
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（ⅱ）Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅）の区間混雑率 

来場者輸送具体方針における日計画来場者数 22.7 万人を前提に、平日朝ピーク時において、

最も混雑率が高いことが想定された８時台に着目して、混雑率の変動を確認した。 

その結果、図４．１1 のとおり、試算した沿線主要集客施設等の利用者を除いた後では、来場者輸送

具体方針で想定した平時約 70％の想定から約 58％まで交通量が低減したことが確認された。 

 

 

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４．１０ 〔沿線主要集客施設要素控除「前」〕Osaka Metro 中央線「弁天町駅→朝潮橋駅」区間混雑率 

 

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４．１１ 〔沿線主要集客施設要素控除「後」〕Osaka Metro 中央線「弁天町駅→朝潮橋駅」区間混雑率 

 

 

・沿線主要集客施設の要素控除「前」  （平時）７０％ → （TDM トライアル週後半の平均） ８２％ 

・沿線主要集客施設の要素控除「後」  （平時）７０％ → （TDM トライアル週の平均） ５８％ 



 

38 

第４章 万博 TDM トライアル 

 

（ⅲ)万博需要を加味した Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅）の混雑率 

トライアルは開幕前に実施したため、開幕後に増加する万博需要が無い状態での検証であった。そ

のため、万博交通需要を加味した場合に、万博 TDM による Osaka Metro 中央線の混雑率達成

目標である１２０％に対して、どの程度、混雑率を低減することができたのか検証した。 

その結果、表４．３のとおり、沿線主要集客施設等の利用者を除いた「後」の混雑率では 124％から

130％と、来場者輸送具体方針で想定される万博時の Osaka Metro 中央線の混雑率 140％から

大きく低減する結果となり、改めて今回のトライアルを通じて、万博 TDM パートナー、大阪府・市、協

会等による取組が、Osaka Metro 中央線の交通量低減に効果があることが確認された。 

一方で、今回の分析過程で除いた沿線主要集客施設等の利用者数は、万博開催時においても同

等の規模が見込まれることから、沿線主要集客施設等の利用者を見込んだ場合、本トライアルレベル

での取組を万博会期本番で実行できたとしても、表４．４のとおり、140％から 145％の混雑率が想定

された。120％の達成目標を目指すとなると、トライアル時より更に約 4,000 人から 5,000 人規模

での取組が必要になるという結果となり、沿線主要集客施設等の利用を見込んだ上で、いかに混雑

率低減を実現するかが課題となった。 

 

表 ４．３ 〔沿線主要集客施設等の要素控除「後」〕Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅）区間混雑率

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

 

表 ４．４ 〔沿線主要集客施設等の要素控除「前」〕Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅）区間混雑率 

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 
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（2） 「企業」及び「主に駅利用者」の取組状況（アンケート結果） 

 

a)アンケート対象 

万博 TDM パートナー等の取組状況について、トライアル後に、万博 TDM パートナーに登録してい

る事業所、及びその事業所の従業員に加え、駅利用者等を対象にアンケ―トを実施した。 

分析は、「TDM パートナー登録企業」と「主に駅利用者」の属性別に、トライアルの取組に関する結

果を整理し、万博に向けた課題及び改善点について整理した。 

 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１２ 属性別 TDM アンケート実施対象数 
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b) 企業の取組状況（取組分布） 

アンケートに回答頂いた万博 TDM パートナーのうち、取り組んだ事業所は大阪市北区（１６事業所

/２０事業所）、中央区（１７事業所/２４事業所）が比較的多かった。一方で、Osaka Metro 中央線沿

線の港区において、「取り組めなかった・取り組まなかった」事業所の割合が高い（６事業所/７事業所）

ことが確認され、万博 TDM パートナーの中でも Osaka Metro 中央線沿線企業への働きかけの強

化が必要であることが確認された。 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１３ TDM の取組を行った企業分布 

c)取組状況（取組有無） 

本アンケ―トにおいて、「人の流れ」に係る取組は、「TDM パートナー登録企業」の事業所で約

76％（81 事業所/106 事業所）、従業員で約 55％が実施したことが確認された。 

一方、「主に駅利用者」は、Osaka Metro 中央線（朝潮橋駅→コスモスクエア駅）利用の方におい

ても、「TDM を知らなかった」が約 52％を占めており、結果、「TDM パートナー登録企業」の方が

「主に駅利用者」と比較して、取組割合及び認知度は明らかに高いことが確認された。 

また、「物の流れ」に係る取組は、「TDM パートナー登録企業」において、事業所で約 40％（10 事

業所/25 事業所）、事業所の従業員は約 37％の実施に留まり、「物の流れ」に係る取組は、「人の流

れ」に係る取組よりも少ない結果となった。 

※「人の流れ」：在宅勤務、時差出勤、計画的な休暇取得 等 「物の流れ」：共同配送、納品時間・時期の調整 等 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１４ 属性別「人の流れ」に係る取組の有無 
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d)取組状況（取組内容） 

取組内容は、「TDM パートナー登録企業」「主に駅利用者」ともに、「在宅勤務の実施」「時差出勤

やフレックスの実施」の件数が上位となった。 

取り組んだ方からは、「万博 TDM やその必要性を知る機会となった」「万博 TDM を契機に在宅

勤務や時差出勤に取り組む社員がいた」等の声が寄せられた。 

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１５ 属性別ＴＤＭ取組内容 

e)「主に駅利用者」の認知手段 

駅利用者の万博 TDM の認知手段は、回答者約３,200 人の内、「鉄道車両広告(電車内・駅ポス

ター)」がそれぞれ約 31％と約 25％、「WEB 広告」が約 18％となり、トライアルに向けて実施した電

車内・駅ポスター、WEB 広告が認知度向上に寄与していることが確認された。 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１６ 万博ＴＤＭの認知手段 
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f)企業の取組事例 

積極的に万博 TDM に取り組んでいただいた企業（ミズノ（株）、（株）LIXＩL、京セラドキュメントソ

リューションズ（株））の取組事例を交通円滑化推進会議（第４回）で紹介した。 

 

g)万博開幕に向けた課題・改善点 

万博 TDM パートナー等の取組結果により得られた主な意見について図４．１７のとおり記す。 

「人の流れ」、あるいは「物の流れ」に係る取組に対して、「そもそも万博期間中に公共交通機関が混

雑するという認識がまだ薄い」「関係者に対し、取組への理解を深める必要がある」といった意見が寄

せられた。 

また、駅利用者の方からは、「万博のような半年間の長期間では続けることは難しい」といった意見

も寄せられた。万博会期中において、万博ＴＤＭを呼びかけているのは６月、８月お盆明けから会期終

盤までの期間であり、トライアル以降の広報の中で、こうした誤解も解消できるよう、対象や期間、取

組内容等をわかりやすく発信していくことの重要性を改めて認識した。 

 

 

出典：第４回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４．１7 アンケートにより得られた主な意見 
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（3） 大阪府・市、博覧会協会による取組結果 

 

a)大阪府・市 

大阪府・市の咲洲庁舎・ＡＴＣ庁舎部局の職員約３,700 人においては、トライアル期間、午前中の８

時台から１０時台の混雑時間帯の通勤の７割削減を目標として取組を実施し、７割以上（５日間平均

で 72.4％）の通勤削減を達成した。 

取組内容は、「在宅勤務」「時差出勤」「自部局のサテライト勤務」が多い傾向となった。 

取り組んだ職員からは、「サテライトオフィスにおける電話機の不足」といった執務環境に関する意

見や、「在宅勤務制度の回数特例の継続実施」等の勤務制度に関する意見が寄せられ、万博会期本

番に向け、これら課題への対応を進めていくこととした。 

 

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１８ 大阪府・市職員トライアル結果 
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b)博覧会協会 

博覧会協会において、大阪府・市職員と同様、午前中の８時台から１０時台の混雑時間帯の通勤の

７割削減を目標として取組を実施し、約 800 人の職員のうち、85.6％が万博 TDM に取り組んだ。

取組内容は、「時差出勤」が最も多く、以下「在宅勤務・テレワーク」「迂回通勤」「休暇取得」と続いた。 

取り組んだ職員からは、「早く出勤しても、取引先が通常勤務のため夕方に会議が設定され、勤務

時間が延びた」「職員の間で勤務時間が違うので、会議等の開催時間の調整が困難であった」等の意

見が寄せられた。 

これらの意見を踏まえ、時差出勤を実施する場合は、取引先にも周知し理解を求め、会議時間を早

める、あるいは、職員の負担を減らすために、可能な限り部局内で出勤時間を揃える等、職場を挙げ

てサポートしていくといった課題への対応について検討することとした。 

 

 
出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.１９ 博覧会協会職員 トライアル結果 

 

ｃ）大阪市域の国機関 

2024（令和 6）年８月 16 日付けで、交通円滑化推進会議会長から国際博覧会担当大臣あて、万

博 TDM への協力依頼を行い、大阪市域の国機関においても、３割を超える職員が通勤削減の取組

を実施した。 
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（4） トライアル検証結果を踏まえた対策 

 

a)企業等に対する取組 

トライアルの検証結果から万博 TDM の取組が Osaka Metro 中央線の交通量低減に一定の効

果があることが確認された一方で、Osaka Metro 中央線沿線企業をはじめとする各企業の更なる

協力が必要であること、また、日・週による交通量変動や沿線主要集客施設等の利用状況が Osaka 

Metro 中央線の混雑率に影響することが明らかになった。 

このため、Osaka Metro 中央線における混雑率１２０％以下の達成に向け、追加対策として以下

の２点を実施した。 

１点目は、鉄道、道路に共通する「万博 TDM パートナー登録促進」に向けた取組として、万博

TDM の必要性を理解し、その上で必要な行動変容につなげてもらうため、万博 TDM パートナーに

登録し、万博に関する正しい交通状況を認識していただく必要があるということである。そのために、

登録促進のためのインセンティブの付与（第５章参照）や広報の強化、Osaka Metro 中央線沿線企

業への個別訪問による協力要請や説明会に一層注力した。 

２点目は、「沿線主要集客施設等との調整」である。今回の分析で明らかになった混雑率等への影

響があるイベント施設や教育機関に対して、混雑時間帯の回避に寄与する何らかの取組の協力がで

きないか、改めて調整、連携を図っていくこととした。 

また、万博会場周辺の事業所を対象に、通勤、物資配送状況や、万博会期中の TDM 取組内容に

ついて把握するため、電話調査を行った。本調査内では、万博 TDM パートナー登録の認知について

もヒアリングを実施した。 

その結果、万博 TDM パートナーの取組自体の認知が低いこと（約 8 割が万博 TDM パートナー

登録制度について知らなかったと回答）や、万博 TDM パートナーへの登録意向について、「登録した

い」「興味あり」「検討する」と回答した企業が非常に少ないことが判明した。 

このことから、まずは万博 TDM の取組について認知拡大のためのポスターやチラシ作り及び登録

促進のためのインセンティブの必要性を認識した。 

 

 

調 査 手 法： 電話調査 

調 査 実 施 期 間： ２０２４（令和６）年１０月〜１１月 

調 査 対 象： 以下の抽出条件※より、1,540 件を選定し調査対象とした。 

※ 抽 出 条 件： 此花区・港区・住之江区の指定エリアに本社・事業所所在の企業 

            ただし、以下の条件を含む企業は対象外とした。 

      ・電話番号の登録が無い企業 

      ・帝国データバンクにて調査不可の企業 

      ・帝国データバンクへ国家公務、地方公務で登録されている団体 

      ・万博ＴＤＭパートナーに２０２４（令和６）年７月１２日時点で 

       登録済みの２５２社 

回答件数・回答率： ７０９件（４６．０%） 
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ｂ)大阪府・市及び博覧会協会の取組 

トライアルを踏まえ、万博会期中の大阪府・市職員の万博 TDM 取組方針についても改めて整理を

行った。トライアルと同様に、Osaka Metro 中央線の混雑緩和に寄与する咲洲庁舎・ＡＴＣ庁舎の大

阪府・市職員、博覧会協会においては、表４．５のとおり、会期終盤の最混雑期は職員の７割が万博

TDM の取組を実施する方針とした。 

加えて、最混雑期には大阪市中心部においても多くの人が行き交うことから、交通量の発生・集中

が生じる大阪府庁や大阪市役所等の職員の３割が万博 TDM の取組を実施する方針とし、市役所の

所属について、一部継続調整とした。 

 

表 ４.５ 万博 TDM 取組目標（万博会期中の大阪府・大阪市及び博覧会協会） 

 

※1 市役所の所属（副首都推進局、市政改革室、デジタル統括室、総務局、都市交通局、政策企画室、危機管理室、 

市民局、財政局、計画調整局、福祉局、健康局、こども青少年局、 都市整備局、会計室、教育委員会事務局、 

行政委員会事務局、市会事務局）、契約管財局、環境局（あべのルシアス）、消防局 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 
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4. その他の関連取組 

（1） Osaka Metro による万博 TDM 推進キャンペーン 

Osaka Metro は、万博ＴＤＭの取組を推進するため、2024（令和 6）年 9 月 30 日（月）から 10

月 4 日（金）の「万博ＴＤＭトライアル」の期間中、比較的混雑が少ない７時台から１０時台（８時台は除

く）、または１６時台から２０時台に、Osaka Metro 中央線の利用からニュートラムへの迂回利用にご

協力いただいたお客さまを対象に e METRＯアプリを活用して、Ｏｓａｋａ Ｐｏｉｎｔをプレゼントするキャ

ンペーンを実施した。 

 

 

出典：第 4 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ４.２０ 万博 TDM 推進キャンペーン 
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第5章 万博 TDM トライアル結果を踏まえた開幕に向けた取組 

1. 万博 TDM パートナー登録促進に向けた取組 

トライアルの取組結果から、万博 TDM の取組が、交通量低減に一定の効果があることを確認でき

た一方、Osaka Metro 中央線沿線をはじめとする各企業の更なる万博 TDM の取組への協力が

必要であることが判明したため、万博 TDM パートナー登録促進に向け、経済団体等の意見を踏ま

え、各種インセンティブを用意した。 

また、開幕に向けて万博 TDM の取組の必要性について、企業や府民・市民等に理解いただくこと

が重要であることから、開幕の１００日前からは、万博 TDM の認知・周知を目的に駅や車内ポスター

等を活用した周知に加え、個別訪問や説明会の開催等による働きかけも実施した。 

 

（1） 各種インセンティブ 

万博 TDM パートナー登録促進のため、万博 TDM の協力企業として、企業の知名度・イメージ向

上につながるインセンティブ a)から c)、また、万博に触れることのできるインセンティブとして d)から

f)の、合計６つのインセンティブを用意した。 

 

a）万博 TDM パートナー登録ステッカー 

万博 TDM パートナーに対して、1 事業所を登録いただくごとに 1 枚「万博ＴＤＭパートナー登録ス

テッカー」を作成し、２０２５（令和７）年１月から１０月にかけて提供した。 

 

 

図 ５．１ 万博 TDM パートナー登録ステッカー 
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b）名刺用ＴＤＭロゴ 

万博 TDM パートナーに対して、名刺で使用いただける TDM ロゴを作成し、２０２５年１月から１０

月の間に提供した。 

ロゴのデザインは、混雑を回避しスムーズな移動をイメージする曲線に電車・車を組み合わせ、色調

は、万博の青・赤・白を基調に、中央に「みんなで混雑緩和！」のメッセージを配置した。 

 

   
図 ５．２ 名刺用ＴＤＭロゴ 

 

c）万博 TDM リーフレットへの企業名の掲載 

２０２５年１月から、万博 TDM リーフレットに、万博 TDM パートナーの登録企業名の掲載を開始し

た。リーフレットについては、月に１回程度の頻度で更新を行い、ホームページ上でも公開した。 

 

d）テストランへの招待 

万博開幕前の 2025 年 4 月に、試験的に会場内に来場者を招き会場運営の試行を行うテストラ

ンに、約 5,000 名（1，000 事業所×5 名／事業所）程度を上限として、万博 TDM パートナーを招

待した。 

 

e）万博ＴＤＭ出前授業 

万博 TDM の理解をより一層深めていただくため、万博 TDM パートナーの職場等に、大阪府・大

阪市万博推進局の職員と万博公式キャラクターであるミャクミャクが訪問し、万博ＴＤＭ等のＰＲを行

う「万博 TDM 出前授業」（以下、出前授業という。）の募集を、万博 TDM パートナーを対象として実

施した。 

 

 

 

 

募集期間： ２０２５年２月１３日～３月１４日 

実 施 日： ２０２５年４月６日 

 

募集期間： ２０２５年２月１３日～３月１４日 

実施期間： ２０２５年５月１２日～９月３０日のうち、５日間 

内   容： ・大阪府・市職員による万博会期中の交通情報や 

万博 TDM の取組等に関する出前授業 

・万博 TDM パートナーとの TDM の取組状況に関する意見交換 
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f）大阪ヘルスケアパビリオン催事専用スペースの活用 

大阪府・市が万博会場内に出展する大阪ヘルスケアパビリオンの催事専用スペースで、催事を実

施できる機会の募集を、万博 TDM パートナーを対象として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間： ２０２５年２月１３日～３月１４日 

実施期間： ２０２５年６月２２日～７月２２日のうち、７日間 

内   容： ・万博 TDM の機運醸成に向けた万博 TDM パートナーによる 

自社の取組の発表 

        ・大阪ヘルスケアパビリオンの出展参加テーマである「REBORN」や、 

         大阪の活力・魅力を国内外に発信する「大阪のプレゼンス向上」を 

         基本方針とした催事の実施 
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（2） 企業等への働きかけ 

混雑が予想される Osaka Metro 中央線沿線や万博会場周辺の企業等に対し、万博 TDM の取

組に対する理解促進や、万博 TDM パートナーに登録いただくために積極的な働きかけを行った。 

 

a）ポスター 

インセンティブ募集の開始を広く周知するため、募集内容を掲載したポスターを制作し、Osaka 

Metro の車内中吊り広告で掲出した。 

 
図 ５．３ ポスター（インセンティブ用） 

〈掲出場所〉 

媒体 掲出場所 掲出期間 

車内中吊りポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 御堂筋線（４３０枚） 

Osaka Metro 谷町線（３００枚） 

Osaka Metro 四つ橋線（１６０枚） 

Osaka Metro 中央線（430 枚） 

Osaka Metro 千日前線（８０枚） 

Osaka Metro 堺筋線（１９０枚） 

２０２５年２月２４日 

～３月１６日 

 

ｂ）ポスティングの実施 

Osaka Metro 中央線の弁天町駅以西、万博会場周辺の此花区・港区・住之江区に所在する企

業等、約 3，000 件に対し、説明会の開催案内等の資料を封入した上で、ポスティングを実施した。 

〈配布資料〉 ・説明会の開催案内 

        ・万博 TDM チラシ（開幕 100 日前） 

        ・万博 TDM パートナー登録企業募集のチラシ 

        ・万博 TDM リーフレット 
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c）説明会の実施 

万博会期中の交通状況や、各種インセンティブ等に関する説明会を実施した。現地説明会の参加

が難しい企業等も参加できるよう、オンライン説明会も併せて実施した。 

 

 現地説明会 〈開催日時・開催場所〉 

開催日時 開催場所 

202５年２月１３日（木） 18：30～19：30 此花区民一休ホール 第４会議室 

２０２５年２月１８日（火） 16：30～17：30 大阪府咲洲庁舎４１階 共通会議室８ 

２０２５年２月２０日（木） 15：00～16：00 港区民センター 第１集会室 

 

 オンライン説明会 〈開催日時〉 

開催日時 

２０２５年２月１２日（水） 10:00～11:00 ２０２５年２月１４日（金） 16:00～17:00 

２０２５年２月１２日（水） 16:00～17:00 ２０２５年２月１７日（月） 11:00～12:00 

２０２５年２月１４日（金） 11:00～12:00 ２０２５年２月１７日（月） 17:00～18:00 

 

 

写真 ５．１ 現地説明会（港区）の様子（２０２５年２月２０日） 

 

ｄ）Osaka Metro 中央線沿線企業へのはがき（ダイレクトメール）の送付 

万博 TDM パートナーに登録いただいていない Osaka Metro 中央線各駅（堺筋本町駅以西）周

辺の中央区や西区、万博会場周辺の此花区や港区、住之江区に所在する企業等を対象に、万博

TDM パートナー登録を呼びかけるはがきを送付した。 

 

 

 

発送日：  ２０２５年３月６日 

送付物：  はがき（A４両面） 

送付数：  ２７，１２７通 
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図 ５．４ はがき（ダイレクトメール） 

 

e）ティッシュ配布の実施 

Osaka Metro 中央線（本町駅から大阪港駅間）の 6 駅で朝と夕の通勤時間帯の駅利用者を対

象に、インセンティブの募集内容等を記載したティッシュとチラシを配布した。 

  

図 ５．５ ティッシュ・チラシ 

 

配 布 駅： 本町駅、阿波座駅、九条駅、弁天町駅、朝潮橋駅、大阪港駅 

実 施 日： ２０２５年３月１１日～１４日 

実施時間： ７：３０～１０：３０、１６：３０～１９：３０ 

配 布 物： ティッシュ、チラシ 

配 布 数： １０，０００個 



 

54 

第５章 万博 TDM トライアル結果を踏まえた開幕に向けた取組 

 

2. Osaka Metro 中央線沿線主要集客施設等への働きかけ 

Osaka Metro 中央線沿線のイベント施設及び教育機関に対し、万博 TDM の取組への協力の

働きかけを行い、万博会期中における実施可能な取組を検討いただいた。 

 

（1） イベント施設 

万博会期終盤の最混雑期に大規模なイベントが開催予定であったことから、万博 TDM への協力

の働きかけを行った。その結果、万博会期を通して、イベント施設のホームページ等において、催事事

業者や施設利用者に対し、ニュートラム利用による迂回を呼びかけていただくこととなった。 

 

（2） 教育機関 

通学等により朝の混雑時間帯（8 時台から 10 時台）に Osaka Metro 中央線の利用が多くなる

ことから、万博 TDM への協力の依頼書と併せて、学内の共有用に混雑期間や実施してほしい取組

等を取りまとめた資料を作成し、働きかけを行った。その結果、万博会期を通して、1 限目（9 時開始）

の授業をオンライン授業にする取組を実施いただくこととなった。 
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3. 開幕 100 日前（令和７年１月）から開幕までにおける広報 

開幕 100 日前から開幕までの期間は、改めて万博 TDM の周知・認知を促すことを目的に、企業

や府民・市民等に対して広報を実施した。 

鉄道及び道路等で効果的な掲載場所にポスターやチラシ等を掲出し、広く周知を実施した。 

 

 

図 ５．６ 広報計画 
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（1） 広報物のデザインの趣旨 

「万博 TDM って何？」をキャッチコピーとすることで聞きなれない TDM という言葉を浸透させ、い

つ、どこで、取組を行って欲しいかを、図形や表を用いて端的に表現することで、分かりやすく訴求で

きるように制作した。 

また、音声が流れないデジタルサイネージ等の媒体には図５．７に示す開幕 100 日前の広報用チラ

シの内容を分かりやすく展開するスライド式の動画を制作した。 

 

 

  
図 ５．７ 開幕 100 日前ポスター（上）・チラシ（下） 
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（2） 広報物の掲出場所（Osaka Metro 等） 

Osaka Metro における駅構内や車内広告のほか、交通円滑化推進会議の幹事団体が所有する

サイネージやチラシラック等を活用した効果的な周知・広報を実施した。 

 

表 5．1 Osaka Metro での掲出場所 

媒体 掲出場所 掲出期間 

車内ドア横ポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 全線の全車両（１，４４０枚） 

※ニュートラム線除く 

２０２５年１月２８日～２月１０日 

２０２５年３月２５日～３１日 

車内中吊りポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 御堂筋線（４３０枚） 

Osaka Metro 谷町線（３００枚） 

Osaka Metro 四つ橋線（１６０枚） 

Osaka Metro 中央線（４３０枚） 

Osaka Metro 千日前線（８０枚） 

Osaka Metro 堺筋線（１９０枚） 

２０２５年１月２０日～２月２３日 

２０２５年３月１７日～２３日 

車内モニター 
Osaka Metro 御堂筋線 ３１編成 

Osaka Metro 中央線 ２２～３２編成 
２０２５年１月６日～３月３０日 

駅構内ポスター 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅（２枚）、 

 梅田駅（６枚）、心斎橋駅（２枚）、なんば駅（４枚） 

Osaka Metro 谷町線：東梅田駅（２枚）、天王寺駅（２枚） 

Osaka Metro 四つ橋線：西梅田駅（２枚） 

２０２５年１月２７日～２月１６日 

２０２５年３月１０日～１６日 

駅構内 

デジタルサイネージ 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅（１７面）、 

 梅田駅（２３面）、淀屋橋駅（２８面）、本町駅（１３面）、 

 なんば駅（４４面）、天王寺駅（５１面）、なかもず駅（１４面） 

Osaka Metro 谷町線：東梅田駅（２８面）、 

 天満橋駅（１２面）、 

 谷町四丁目駅（６面）・谷町九丁目駅（５面） 

Osaka Metro 四つ橋線：肥後橋駅（６面） 

Osaka Metro 堺筋線：北浜駅（５面）、日本橋駅（９面） 

２０２５年１月２７日～３月２３日 

改札内ポスター 

Osaka Metro 本町駅（１８枚）、梅田駅（４２枚） 

※階段やエスカレーター横に連続してポスターを掲出し、集中的に 

広報を実施 

２０２５年３月１７日～３０日 

 

 

  
写真 5．２ Osaka Metro 駅構内デジタルサイネージ（左）・車内ドア横ポスター（右） 

 

 

 

 

Osaka Metro 御堂筋線梅田駅 Osaka Metro 車内 
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（3） WEB 広告 

トライアルに引き続き、万博 TDM パートナー登録促進と、企業や府民・市民等へ万博 TDM の取

組への協力を促すため、WEB 上での働きかけを行った。トライアルの結果から、検索広告ではよりク

リック率の高かった Google での配信割合を高めた。また、府民・市民等への認知拡大を強化するた

め、動画での訴求が可能な YouTube を新たに導入し、ニュースサイト等の広告においては、

UNIVERSE Ads の名刺情報や位置情報等の新たなデータを活用した配信を実施することで万博

TDM パートナー登録促進の強化を図った。 

表 5．２ WEB 広告一覧 

媒体種類 媒体概要 掲出先 目的 配信対象 配信期間と実績 

動画広告 

ウェブサイトや

アプリの広告

枠に動画を掲

出できる媒体 

YouTube 
・府民・市民等 

 への啓発活動 

・大阪府主要エリアの 

 居住者 

・大阪市及び周辺市（池 

 田市、東大阪市、堺市、 

 吹田市、豊中市、枚方 

 市）居住者 

２０２５年１月２７日 

      〜３月３１日 

・表示回数：２，６７６，９９２回 

・クリック数：２，０７４回 

検索広告 

特定のキーワ

ードを検索した

際に、検索結

果の画面内に

表示できる媒

体 

Google 

検索広告 ・万博 TDM 

 パートナー登録 

・万博 TDM の 

 認知拡大 

・大阪府の主要エリアで、 

 万博・混雑対策等関連 

 キーワードを自ら検索し 

 た層 

２０２５年１月２７日 

      〜３月３１日 

・表示回数：４７，６０７回 

・クリック数：２，７０６回 

Yahoo！ 

検索広告 

２０２５年１月２７日 

      〜３月３１日 

・表示回数：２８７，６９２回 

・クリック数：１１，０１４回 

ディスプレイ 

広告 

ウェブサイトや

アプリ等の広

告枠に画像と

テキストを掲出

できる媒体 

Facebook 

Instagram 

・万博 TDM 

 パートナー登録 

・Meta 上で会社員として 

 登録されている層 

・梅田やなんば等の主要 

 なビジネス街で働く層 

２０２５年１月２７日 

      〜３月２１日 

・表示回数：１７３，４６１回 

・クリック数：２，５８３回 

ニュースサイト 

等の広告面※ 

・オフィス内の PC でニュ 

 ースサイト等を閲覧する 

 従業員 

・企業の代表、役員クラス 

 の役職者層 

・Osaka Metro 御堂筋 

 線、中央線を利用して 

 いる従業員 

２０２５年１月２７日 

      〜３月３１日 

・表示回数：２，２８７，５０２回 

・クリック数：７６，２９５回 

※マイクロアド社の広告配信サービスである UNIVERSE Ads を活用 

   
 

 

図 ５．８ WEB 広告掲載イメージ 

 

Google 検索広告、 

Yahoo！検索広告 

ニュースサイト等の広告面 Facebook、Instagram 
※一般投稿された画像や 

動画の合間等に掲載 

YouTube 

※動画の再生前後や 
再生途中に掲載 
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（4） YouTube 動画 

「TDM」という用語を、動画ならではの音響効果や頭文字を活用した語呂合わせのリズムに乗せて

印象付けつつ、「Osaka Metro 中央線の混雑率約 2 倍」や「高速道路の渋滞延伸」といった具体的

な予測数値を提示し、直感的に理解できるようにすることで危機感を醸成させ、テレワークや移動・通

勤ルートの変更等の具体的な混雑回避行動への協力を促す構成とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５．９ YouTube 動画 
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（5） 万博 TDM 専用ホームページ 

トライアル期に制作したトライアル専用ホームページを「万博 TDM 専用ホームページ」としてリニュ

ーアルした。トライアルの結果や、万博 TDM パートナーの取組事例、説明会の告知やインセンティブ

の紹介等を掲載するとともに、新着情報についても適宜更新する等、常に最新情報を発信した。 

 

   
図 ５．１０ 万博 TDM 専用ホームページ（２０２５年２月時点） 
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（6） 広報誌掲載 

大阪府政だより（１・２月合併号）及び大阪市の広報誌（区広報誌２月号の全市情報部分）や、交通

円滑化推進会議の幹事団体の広報誌へ掲載し、交通混雑緩和の協力を呼びかけた。 

   

図 ５．１１ 大阪市の広報誌（区広報誌２月号の全市情報部分） 

 

   
図 ５．１２ 関西経済連合会広報誌掲載誌面 
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4. 万博 TDM パートナー等への働きかけ 

万博 TDM パートナーを対象に、万博会期中に想定される交通混雑情報等、万博 TDM への理解

を深めていただくための情報等について配信を行った。また、府民・市民等の個人を対象に大阪市公

式 LINE のアカウントの活用による発信も行った。 

表 ５．３ メールマガジン配信内容（Vol.１～15） 

Vol. 配信日 配信内容 

1 ２０２４年３月２７日 

①大阪・関西万博の概要 

②大阪・関西万博における来場者輸送  

③ＴＤＭ（交通需要マネジメント）とは 

2 ２０２４年４月２５日 

①万博時に想定される主な混雑区間【鉄道編】  

②先導的取組（１） 

③大阪・関西万博 関連 news  

3 ２０２４年５月２８日 

①万博時に想定される主な混雑区間【道路編】 

②先導的取組（２）  

③オンライン説明会の開催 （万博期間中の交通状況・万博ＴＤＭパートナー）  

④大阪・関西万博 関連 news  

4 ２０２４年６月１２日 

①万博会期中における会場の混雑予測  

②TDM の試行について【２０２４年９月末～１０月上旬】  

③先導的取組（３） 

5 ２０２４年６月２８日 

①TDM 試行実施の期間について【２０２４年９月３０日～１０月４日】  

②現地説明会の開催について（此花区・港区・住之江区）  

③TDM の取組概要資料の作成をお願いします！ 

6 ２０２４年７月２９日 

①（仮称）夢洲北高架橋の工事完成の前倒しについて（交通アクセス改善の取組） 

②湾岸舞洲出口の 2 車線化について 

③来場者輸送対策の紹介～大型荷物持ち込み対策検討会～  

④万博ＴＤＭパートナー登録証の掲載について 

7 ２０２４年８月２１日 
①万博ＴＤＭトライアル実施について  

②チラシ・リーフレットのリニューアルについて 

8 ２０２４年８月２７日 
①2025 年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議（第３回）を開催しました  

②万博 TDM トライアル計画を公表しました  

9 ２０２４年９月６日 

①万博 TDM トライアルの広報を展開します 

②大阪・関西万博の来場日時予約方法等を解説した「予約・抽選ガイド」を公開 

③大阪・関西万博イベントページを開設  

10 ２０２４年９月１２日 

①万博 TDM トライアル時の大阪府・市及び博覧会協会における取組 

②Osaka Metro 中央線の新駅「夢洲駅」の開業日について 

③令和 6 年 9 月 17 日（火曜日）から万博来場サポートデスクを設置します  

11 ２０２４年９月２０日 

①万博 TDM トライアル終了後にアンケートを実施します！ 

②TDM トライアル期間中における Osaka Metro の取組 

③TDM トライアル期間中における企業の取組 

12 ２０２４年９月２７日 

①万博 TDM トライアル終了後のアンケートへのご協力のお願い 

②万博 TDM パートナーのお問い合わせ窓口について 

③超早割一日券の販売は１０月６日まで 

13 ２０２４年１０月２日 

①TDM パートナー登録申し込みフォームの新設について 

②【再掲】万博 TDM トライアル終了後のアンケートへのご協力のお願い 

③万博 TDM トライアルにおける報道状況について 

14 ２０２４年１０月７日 

①アンケートのご協力のお願い（事業所向け） 

②アンケートのご協力のお願い（従業員向け） 

③メールマガジン発信元アドレスの変更 

15 ２０２４年１０月１７日 

①【リマインド】アンケートのご協力のお願い(事業所向け) 

②【リマインド】アンケートのご協力のお願い(従業員向け) 

③「リボーンチャレンジ」出展企業一覧の更新 
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表 ５．４ メールマガジン配信内容（Vol.16～25） 

Vol. 配信日 配信内容 

16 ２０２４年１０月２４日 
①【リマインド】アンケートのご協力のお願い(事業所向け) 

②【リマインド】アンケートのご協力のお願い(従業員向け) 

17 ２０２４年１１月１１日 

①万博 TDM パートナー取組発表資料 

②「参考事例」株式会社日立製作所 

③EXPO2025 交通インフォメーションについて 

18 ２０２４年１１月２５日 

①「万博 TDM」トライアル参加証を順次送付について 

②万博 TDM パートナー登録情報確認のお願い 

③Osaka Metro「e METRO アプリ」による混雑状況見える化の取組 

④大阪市役所前のミャクミャクが冬の装い 

19 ２０２４年１２月１６日 

①大阪・関西万博来場者輸送具体方針（アクションプラン）第 5 版を策定 

②阪神高速道路（大阪地区）の渋滞予測カレンダー 

③2025 年大阪・関西万博推進本部第 12 回会議 

20 ２０２４年１２月２６日 
①交通円滑化推進会議（第 4 回）開催 

②TDM パートナー企業登録促進に向けた取組 

21 ２０２５年１月１５日 

①【TDM トライアル時の取組事例紹介（1）】ミズノ株式会社様 

②【TDM トライアル時の取組事例紹介（2）】株式会社 LIXIL 様 

③【TDM トライアル時の取組事例紹介（３）】京セラドキュメントソリューションズ株式

会社様 

22 ２０２５年１月２７日 

①ステッカーの発送について 

②TDM に関する説明会のご案内 

③「万博 TDM・促進キャンペーン」の実施について（Osaka Metro の取組） 

23 ２０２５年２月１３日 

万博 TDM パートナー登録のインセンティブについて 

①テストランへの招待について 

②万博 TDM の出前授業について 

③大阪ヘルスケアパビリオン催事専用スペースの活用について 

24 ２０２５年２月２８日 

万博 TDM パートナー登録のインセンティブ（特典）を絶賛募集中！ 

①各種インセンティブ（特典）の実施概要について 

②現地説明会の説明資料をホームページに公開中！ 

③淀川左岸線（2 期）サイクル＆ウォークイベント開催！ 

25 ２０２５年３月１０日 

①【締切間近】各種インセンティブのお申し込みについて 

②万博会場周辺の交通規制に関するお知らせ 

③リーフレット 3 月号の更新について 
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5. 大阪府・市各部局への働きかけ 

（1） 各部局へ万博 TDM の取組について依頼文の発出 

大阪府・市各部局に実施したヒアリング及びアンケート調査結果（第３章４節及び第４章３節（３）参

照）等を踏まえ、2025（令和 7）年３月 31 日付けで大阪府・大阪市万博推進局から大阪府・市各部

局に万博会期中の万博 TDM 取組方針の周知、及び取組への協力を依頼した。 

 

（2） 共用サテライトオフィスの確保及び執務環境整備 

咲洲庁舎・ATC 庁舎部局の職員による、追加のサテライトオフィス（以下、「共用サテライトオフィ

ス」という。）として、関係先の協力を得て大阪府庁や大阪市役所の共通会議室、議会委員会室等を

確保した。また、共用サテライトオフィス勤務に際しては、2025（令和７）年６月１日より業務用携帯電

話及びプリンタを配備することで執務環境を整備した。 

 

 

取組対象期間：  混雑する期間（２０２５年６月１日～６月３０日、８月１８日～９月３０日） 

        非常に混雑する期間（２０２５年１０月１日～１０月１３日） 

 

取組対象及び取組目標： 

 
※1 市役所の所属（副首都推進局、市政改革室、デジタル統括室、総務局、都市交通局、政策企画室、 

危機管理室、市民局、財政局、計画調整局、福祉局、健康局、こども青少年局、 都市整備局、会計室、 

教育委員会事務局、行政委員会事務局、市会事務局）、契約管財局、環境局（あべのルシアス）、消防局、 

港区役所 

 

※特に取組が必要な路線、区間、方向 

路線 区間 方向 

Osaka Metro 中央線 本町駅～コスモスクエア駅間 夢洲方面（本町駅→コスモスクエア駅） 

Osaka Metro 御堂筋線 梅田駅～本町駅間 天王寺方面（梅田駅→本町駅） 

 

取組概要： 平日朝ピーク時間（８時台～１０時台）の混雑緩和に寄与する取組として、 

      テレワーク、休暇取得、時差勤務・フレックスタイム制等 

      ※上記のほか、取組結果の効果検証を実施予定であることや主な取組事例を共有した。 
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（3） 職員健康診断時期の調整（大阪府・市） 

万博会期中の万博ＴＤＭ取組期間（２０２５（令和７）年 6 月 1 日から 6 月 30 日、8 月 18 日から

10 月 13 日）は、例年、職員の健康診断を実施する時期であったため、万博ＴＤＭ取組期間外で実施

するよう関係部局と調整を行った。 

その結果、令和７年度において、大阪府は万博 TDM 取組期間を除く期間、大阪市の ATC 庁舎

は万博閉幕後（10 月下旬以降）に実施することとなった。 
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第6章 万博会期中の万博 TDM の取組 

1. 万博会期中における広報 

万博会期中の広報は、万博 TDM 取組期間である 6 月（混雑期）、お盆明けから会期終盤（最混

雑期）の２つのフェーズにおいて実施した。万博 TDM パートナー登録件数及び個人の認知度向上の

必要性を踏まえ、会期終盤の最混雑期には、これまでの鉄道広告や WEB 広告等に加え、テレビ CM

による呼びかけを実施し、万博 TDM の取組への協力を働きかけた。 

 

 

出典：第５回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．１ 万博会期中の広報方針 

 

 

2. ６月（混雑期）における広報 

（1） 方針 

万博開幕後の最初の万博 TDM 取組期間であり、万博 TDM の取組への協力を促すためのポス

ターやチラシ、WEB 広告等により広報を実施した。広報掲出にあたっては、交通円滑化推進会議の

幹事団体である経済団体（関西経済連合会、大阪商工会議所、関西経済同友会）や鉄道事業者（JR

西日本、阪神電鉄、阪急電鉄等）、道路管理者（阪神高速道路、西日本高速道路等）、国機関（近畿

地方整備局、近畿運輸局、近畿経済産業局）とも連携し、各々が所有する施設や広報誌も活用し、広

く働きかけを行った。 
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（2） 広報物のデザインの趣旨 

「直感的な分かりやすさ」で利用者の行動変容を促すことに主眼をおき、交通混雑が想定された 6

月及び８月中旬から 10 月を色分けし、回避すべき時間帯はピクトグラムを用いて一目で認識できる

ようにした。また、混雑区間を表示した地図については、前回（開幕１００日前）のポスターより情報を簡

素化し、混雑区間を強調表示することで、視覚的に認識しやすいよう工夫した。 

 

 

  

図 ６．２ ６月（混雑期）におけるポスター（上）・チラシ（下） 
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（3） 広報物の掲出場所（鉄道・道路等） 

開幕１００日前に実施した広報と同様に、鉄道事業者、道路管理者ならびに、交通円滑化推進会議

幹事団体と連携を図り、広く周知を行った。 

a）鉄道広告 

Osaka Metro 主要駅の駅構内や車内に広告を掲出した。 

表．６．１ Osaka Metro での掲出場所 

媒体 掲出場所 掲出期間 

車内ドア横ポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 全線の全車両（１，４４０枚） 

※ニュートラム線除く 
２０２５年５月２０日～６月３０日 

駅構内ポスター 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅、梅田駅、 

 なんば駅、天王寺駅（各２枚） 

Osaka Metro 中央線：本町駅、弁天町駅（各２枚） 

２０２５年５月１９日～６月８日 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅（２枚）、 

 梅田駅（６枚）、心斎橋駅（２枚）、なんば駅（４枚） 

Osaka Metro 谷町線：東梅田駅（２枚）、 

 天王寺駅（２枚） 

Osaka Metro 四つ橋線：西梅田駅（２枚） 

２０２５年６月９日～１５日 

Osaka Metro 御堂筋線：新大阪駅（２枚）、 

 梅田駅（２枚）、なんば駅（２枚） 

Osaka Metro 谷町線：天満橋駅（２枚）、 

 谷町九丁目駅（２枚）、天王寺駅（２枚） 

Osaka Metro 四つ橋線：西梅田駅（２枚）、 

Osaka Metro 千日前線：谷町九丁目駅（４枚） 

Osaka Metro 堺筋線：北浜駅（２枚） 

２０２５年６月１６日～２９日 

Osaka Metro 中央線：本町（１～２枚） 

２０２５年６月９日～１５日（２枚） 

２０２５年６月１６日～２２日（１枚） 

２０２５年６月２３日～２９日（２枚） 

 

   

  

写真 ６．１ Osaka Metro 駅構内及び車内ポスター 

 

Osaka Metro 車内 Osaka Metro 御堂筋線新大阪駅 

Osaka Metro 中央線本町駅 

Osaka Metro 御堂筋線心斎橋駅 

 

Osaka Metro 御堂筋線梅田駅 
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b)道路施設を活用した広報 

混雑が予想される阪神高速道路や万博会場周辺道路の交通混雑緩和に向け、道路管理者の協力

を得て、横断歩道橋等への横断幕、懸垂幕の掲出や、道路情報板の活用により混雑緩和の取組への

協力を働きかけた。 

 

 

図 ６.３ 横断幕等掲出位置図 

 

 

 

横断幕・デザイン A 

 

横断幕・デザイン B 

 

横断幕・デザイン C 

懸垂幕・デザイン D 

図 ６．４ 横断幕及び懸垂幕デザイン 
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表 ６．２ 阪神高速道路掲出場所一覧 

路線名 掲出箇所 デザイン 掲出期間 

①１１号池田線 

豊中南-加島間（７kp 付近） 

下り正面 

デザイン A 

２０２５年３月２９日 

～１０月１３日 

豊中南-加島間（４．８kp 付近） 

下り裏面 

②１２号守口線 

城北-守口間（７．３kp 付近） 

下り正面 

城北-守口間（７．３kp 付近） 

下り裏面 

③１３号東大阪線 
法円坂出入口付近（１．１kp 付近） 

下り正面 

デザイン C 

④１６号大阪港線 
安治川-波除間（３．６kp 付近） 

上り正面 

⑤４号湾岸線 

大浜-三宝間（５．８kp 付近） 

上り裏面 

２０２５年４月１日 

～１０月１３日 

大浜-三宝間（５．８kp 付近） 

下り裏面 

⑥５号湾岸線 
尼崎末広出入口付近 

（１０．０５kp 付近）下り裏面 
デザイン B 

 

  

 写真 ６．２ 横断幕（阪神高速道路） 

 

 

 

 

 

 

１２号守口線下り １３号東大阪線下り 
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表 ６．３ 一般道掲出箇所一覧 

路線名 掲出箇所 デザイン 掲出期間 

主要地方道 

大阪池田線 
（1）原田元町歩道橋（南東行正面） 

デザイン A 
２０２５年１月１７日 

～１０月１０日 

主要地方道 

大阪中央環状線 
(2)南摂津駅歩道橋（南東行正面） 

一般国道３０８号 (3)長田歩道橋（西行正面） 

主要地方道 

大阪臨海線 
(4)３号歩道橋（北東行正面） 

主要地方道 

大阪中央環状線 

（5-１）公共事業工事ヤード内 

デザイン D 

２０２４年１２月２５日 

～２０２５年１０月１０日 

（5-２）公共事業工事ヤード内 
２０２５年３月２１日 

～５月２３日 

（5-３）公共事業工事ヤード内 
２０２５年５月２３日 

～１０月１０日 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真 ６．３ 歩道橋横断幕                          写真 ６．４ 懸垂幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河内寺島東交差点 

南摂津駅歩道橋 公共事業工事ヤード内 
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（4） WEB 広告 

万博 TDM パートナー登録促進と、企業や府民・市民等へ万博ＴＤＭの取組への協力をさらに促す

ために、開幕 100 日前でも配信した媒体に加え新たな媒体でも実施した。 

府民・市民等が日常的に使用している Yahoo！乗換案内や LINE を追加し、さらに YouTube

動画の視聴者と万博 TDM 専用ホームページ訪問者に再訴求ができる Google デマンドジェネレー

ションの 3 媒体を追加して、配信を実施した。 

 

表 ６．４ WEB 広告一覧 

媒体種類 媒体概要 掲出先 目的 配信対象 配信期間と実績 

検索広告 

特定のキーワード

を検索した際に、

検索結果の画面

内に表示できる媒

体 

Google 

検索広告 

・万博 TDM 

 パートナー登録 

・中央区、天王寺区等の 

 エリアの従業員、居住者 

２０２５年４月２２日 

      ～５月３１日 

・表示回数：６９，９６５回 

・クリック数：２，０６２回 

Yahoo！ 

検索広告 
・大阪市内の従業員 

２０２５年４月２２日 

      ～５月３１日 

・表示回数：１６３，０２２回 

・クリック数：９，５３７回 

デマンド 

ジェネレー 

ション 

Google 社の持

つ、YouTube や

Gmail 等の独自

媒体に画像もしく

は動画の掲出が

できる媒体 

YouTube・ 

Gmail 等 

・万博 TDM 

 パートナー登録 

・YouTube 動画視聴者 

・万博 TDM 専用ホーム 

 ページ訪問者 

２０２５年４月２５日 

     ～９月１１日 

・表示回数：４，３９９，７５１回 

・クリック数：７９，２４５回 

ディスプレイ

広告 

ウェブサイトやアプ

リ等の広告枠に画

像とテキストを掲

出できる媒体 

Yahoo! 

乗換案内 

・府民・市民等 

 への行動変容 

・本町駅を到着駅として 

 検索した層 

２０２５年５月１２日 

      ～６月３０日 

・表示回数：１，４８４，９４５回 

・クリック数：２，００８回 

Facebook 

Instagram 

・万博 TDM 

 パートナー登録 

・梅田やなんば等の主要 

 なビジネス街で働く層 

・万博 TDM 専用ホーム 

 ページ訪問者 

２０２５年４月２５日 

      ～９月１１日 

・表示回数：７９２，２８１回 

・クリック数：１８，１０３回 

ニュース 

サイト等の 

広告面※ 

・万博 TDM 

 パートナー登録 

・企業代表、役員クラスの 

 役職者層 

 

２０２５年４月７日 

      ～５月３１日 

・表示回数：８４５，５０３回 

・クリック数：４４，４５６回 

・Osaka Metro 御堂筋 

 線、中央線を利用する 

 従業員層 

２０２５年４月７日 

      ～９月１１日 

・表示回数：１，１４０，８４３回 

・クリック数：4９，９６２回 

LINE 
・府民・市民等 

 への行動変容 

・大阪市、池田市・東大阪 

 市等の人口ボリューム 

 が大きいエリアの居住 

 者層 

２０２５年６月１日 

 ～９月１１日 

・表示回数：１０，９２０，８７６回 

・クリック数：９４，６７５回 

※ マイクロアド社の広告配信サービスである UNIVERSE Ads を活用 
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図 ６．５ WEB 広告掲載イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６．６ WEB 広告（Instagram）（左）・掲載バナー（右２点） 

 

 

 

 

Google 検索広告、 
Yahoo！検索広告 

ニュースサイト等の広告面 Facebook、Instagram 
※一般投稿された画像や 

動画の合間等に掲載 

デマンドジェネレーション 

※YouTube や Gmail 検
索画面等の Google の機
能内に掲載 

Yahoo！乗換案内 
※本町駅を到着駅とした案

内画面上部に掲載 

LINE 
※トーク画面の上部等に掲載 
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3. 会期終盤（最混雑期）における広報 

（1） 方針 

認知度の飛躍的向上や情報の拡散に期待し、関西のテレビやラジオ番組に多数出演しており、親し

みやすいタレントとして、「海原やすよ ともこ」の二人を起用した訴求力の高いテレビ CM を放映する

等、様々な媒体を活用し広報を実施した。広報物の掲出にあたっては、特に混雑が予測される

Osaka Metro 中央線等の駅や車内広告をはじめ、交通円滑化推進会議の幹事団体である経済団

体や鉄道事業者及び道路管理者等と引き続き連携し、広く働きかけを行った。 

 

（2） 広報物のデザインの趣旨 

a)ポスター・チラシ 

関西弁の語りかけで、馴染みの無い言葉である万博 TDM を身近に感じられるよう工夫した。全体

はポップな配色とあしらいで明るくし、特に「10 月が非常に混雑する」点については、カレンダー形式

で視覚的に強調し、強い注意喚起を図れるよう制作した。 

さらに、利用者の具体的な取組の後押しとなるよう、Osaka Metro における「万博 TDM 推進キ

ャンペーン」や万博 TDM の取組に賛同したカード会社による「万博 TDM タッチ決済キャンペーン」

の情報も記載した。 

 

  

図 ６．７ 会期終盤（最混雑期）におけるポスター（上）・チラシ（下） 
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また、具体的な取組事例を切り出した 3 種類のポスターも制作した。関西弁の吹き出しで語りか

け、万博 TDM への協力を身近に感じさせるデザインとした。また、それぞれに異なるポップな色を採

用し視覚的に差別化した。さらに明るい配色と親近感ある表現で目を引き、スムーズな交通行動変容

を促す構成とした。 

   

 

図 ６．８ 会期終盤（最混雑期）における万博 TDM の取組を強調したポスター 

 

b)テレビ CM 用動画及び連動した広報物の制作 

テレビ CM 及び WEB 広告用に動画を制作した。 

「海原やすよ ともこ」の二人を「万博へ行く人」と「仕事へ行く人」と異なる立場として描き、「万博へ

行く人」と「仕事へ行く人」を対比させる構成とした。映像はワイドレンズのパース効果で「走る・飛び出

す」の躍動感を強調し、急な場面転換で視聴者を惹きつける手法を採用した。演出のポイントとなる多

彩な色と流れるようなオブジェクトは、通勤や通学、観光等様々な目的の人々が、互いに譲り合いスム

ーズに共存する様子を表現した。 

衣装の色も含めたこの設計により、万博 TDM の取組への協力によって混雑が解消され、全員の

移動と生活が「快適になる」世界観を視覚的に具現化した。 

  

図 ６．９ 会期終盤（最混雑期）における広報用動画 
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また、テレビ CM との連動性を重視し、CM 本編のカットを切り取ってポスターのビジュアルに採用

した。映像と全く同じ絵柄を用いることで、クリエイティブのトーンを統一した。これにより、CM に触れ

た視聴者がポスターを見た際、瞬時に同一の取組であると認知できるように設計した。メディア間の視

覚的イメージを一致させることで記憶の定着を促し、訴求効果の最大化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６．１０ 会期終盤（最混雑期）におけるテレビ CM との連動ポスター（抜粋） 
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（3） 広報物の掲出場所（鉄道・道路等） 

鉄道事業者、道路管理者ならびに、交通円滑化推進会議幹事団体と連携を図り、広く周知を行っ

た。 

表 ６．５ Osaka Metro での掲出場所 

媒体 掲出場所 掲出期間 

車内ドア横ポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 全線の全車両（1,440 枚） 

※ニュートラム線除く 
２０２５年９月２日～１０月１３日 

車内中吊りポスター 

※１車両につき１枚掲出 

Osaka Metro 御堂筋線（430 枚） 

Osaka Metro 谷町線（300 枚） 

Osaka Metro 四つ橋線（160 枚） 

Osaka Metro 中央線（430 枚） 

Osaka Metro 千日前線（80 枚） 

Osaka Metro 堺筋線（190 枚） 

２０２５年８月４日～３１日 

車内モニター 
Osaka Metro 御堂筋線 31 編成 

Osaka Metro 中央線 10 編成 
２０２５年９月１５日～１０月１２日 

改札内ポスター 

Osaka Metro 本町駅（62 枚） 

※階段やエスカレーター横に連続してポスターを掲出し、 

集中的に広報を実施 

２０２５年９月２２日～２８日 

 

 

  

写真 ６．５ Osaka Metro 駅構内及び車内ポスター 

 

 

 

Osaka Metro 車内 Osaka Metro 本町駅 

Osaka Metro 本町駅 Osaka Metro 本町駅 
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写真 ６．６ 関西鉄道協会（大阪モノレール） サイネージ（左）・近畿日本鉄道 サイネージ（右） 

  

写真 ６．７ ATC サイネージ（左）・関西経済同友会 ポスター（右） 

  

写真 ６．８ 関西経済連合会 ポスター（左）・近畿経済産業局 ポスター（右） 
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（4） WEB 広告 

会期終盤にかけて駆け込み需要による来場者増加が見込まれることから、企業や府民・市民等へ、

万博ＴＤＭの取組の協力の呼びかけを強化するための媒体選定を実施した。 

６月期での媒体の中で、企業の役職者層等に配信対象を絞っていた媒体を一部中止し、より幅広

い層への配信が可能な Google・Yahoo！での広告を追加した。さらに、テレビ CM の放映と連動し

た動画を配信できる TVer と YouTube を追加して、配信を実施した。 

 

表 ６．６ WEB 広告一覧 

媒体種類 媒体概要 掲出先 目的 配信対象 配信期間と実績 

動画広告 

ウェブサイトやアプリ

の広告枠に動画を掲

出できる媒体 

YouTube 

・府民・市民等 

への行動変容 

・大阪市及び周辺市 

 （池田・東大阪・堺・吹 

 田・豊中・枚方・八尾・ 

 和泉）居住者 

２０２５年９月１２日 

     ～１０月１２日 

・表示回数：１，８１８，１４２回 

・クリック数：１７９回 

TVer 

２０２５年９月１２日 

     ～１０月１２日 

・表示回数：３３８，４５０回 

・クリック数：計測不可 

デマンド 

ジェネレー

ション 

Google 社の持つ、

YouTube 等の媒体

に画像もしくは動画を

掲出できる媒体 

YouTube・

Gmail・ 

Discover 

ほか 

・万博 TDM 

 パートナー登録 

・YouTube 動画視聴者 

・万博 TDM 専用 

 ホームページ訪問者 

・大阪府内の従業員 

２０２５年９月１２日 

     ～１０月１２日 

・表示回数：２，０７３，５６９回 

・クリック数：２７，３８６回 

ディスプレ

イ広告 

ウェブサイトやアプリ

等の広告枠に画像と

テキストを掲出できる

媒体 

Yahoo! 

乗換案内 

・府民・市民等 

への行動変容 

・阿波座駅、弁天町駅、 

 本町駅を到着駅として 

 検索した層 

２０２５年９月１日 

      ～９月３１日 

・表示回数：２，５１３，３５５回 

・クリック数：１４，２７６回 

Google 

ディスプレイ 

広告 

・府民・市民等 

への行動変容 

・大阪市及び周辺市 

 （池田・東大阪・堺・吹 

 田・豊中・枚方・八尾・ 

 和泉）居住者 

２０２５年９月１２日 

     ～１０月１２日 

・表示回数：１，５３１，９９８回 

・クリック数：１７，０９３回 

Yahoo! 

ディスプレイ 

広告 

２０２５年９月１２日 

     ～１０月１２日 

・表示回数：２，５１３，３５５回 

・クリック数：１４，２７６回 

LINE 

２０２５年９月１２日 

     ～１０月１２日 

・表示回数：３，２０９，２６０回 

・クリック数：１８，０４５回 
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図 ６．１１ WEB 広告掲載イメージ 

   

図 ６．１２ WEB 広告（Yahoo!乗換案内）（左）・掲載バナー（右２点） 

（5） テレビ CM の放映 

2025（令和７）年 9 月 12 日から 10 月 12 日の期間で関西 2 府 4 県に対し、幅広い層へ認知拡

大と行動変容を促すため、読売テレビ、MBS テレビ、関西テレビ、ABC テレビの 4 局で CM159

本、パブリシティ広告※7 本を放映した。放映は、朝から夜までの広い時間帯で実施する方針のもと、

特に、放映期間の前半に回数を増やすことや、在宅率が高い平日の時間帯や、休日に放映を多くする

等、視聴する機会が増えるよう工夫した。 
※テレビ番組の本編（ニュース、情報番組のコーナー、バラエティ等）の中で、商品やサービスが「情報・話題」として取り上 

げられる広告。 

 

  
図 ６．１３ テレビパブリシティ広告（読売テレビ） 

YouTube、TVer 
※動画の再生前後や再生途中
に掲載 

Google ディスプレイ広告、
Yahoo！ディスプレイ広告 

※ニュースサイト等の広告面 

デマンド 
ジェネレーション 

※YouTube や

Gmail 検索画面
等の Google の
機能内に掲載 

Yahoo！ 
乗換案内 

※乗換案内画面

上部に掲載 

LINE 
※トーク画面の
上部等に掲載 
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（6） 万博 TDM 専用ホームページの更新 

特に視認性の高いページ上部へ、タレントを起用した 2 種類の誘導ボタンを新設し、YouTube で

公開中のテレビ CM 動画やチラシへアクセスしやすくし、スムーズな情報提供と取組への協力の働き

かけを強化した。 

 

 

図 ６．１４ 万博 TDM 専用ホームページ（上部）（２０２５年９月時点） 
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（7） その他の広報 

 

a）はがき（ダイレクトメール）の送付 

①会期終盤に向けた「万博 TDM パートナー未登録企業」への働きかけ 

混雑が予測された Osaka Metro 中央線各駅（堺筋本町駅以西）周辺の中央区や西区、万博会

場周辺の港区や住之江区に所在する万博 TDM パートナー未登録の企業を対象に、会期終盤におけ

る万博 TDM パートナー登録及び万博 TDM の取組への協力を働きかけるはがき（ダイレクトメール）

を送付した。 

なお、万博 TDM パートナー未登録の企業の抽出にあたっては、2025（令和７）年 7 月 15 日公開

の国税庁事業所情報リストを活用した。 

 

 

 
図 ６．１５ はがき（ダイレクトメール） 

 

 

 

 

 

 

発送日： ２０２５年８月２５日 

送付物： A４両面はがき 

送付数： ２９，０５３通 
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②会期終盤に向けた「万博 TDM パートナー」への働きかけ 

万博 TDM パートナーにも、会期終盤の取組への協力を働きかけるはがき（ダイレクトメール）を改

めて送付した。毎日配信しているメールマガジンとは異なる媒体で働きかけを行うことで、万博 TDM

パートナーの目に触れる機会を増やし、取組への協力依頼と更なる意識向上を図った。 

 

 

 
図 ６．１６ はがき（ダイレクトメール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発送日： ２０２５年９月２５日 

送付物： A４両面はがき 

送付数： １，６２５通 
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ｂ）ティッシュ配布の実施 

Osaka Metro 中央線（朝潮橋駅からコスモスクエア駅間）の３駅において、朝と夕の通勤時間帯

の駅利用者を対象に、会期終盤の取組への協力を呼びかけるティッシュを配布した。 

 

ｃ）広報誌掲載 

大阪府政だより（６、８、１０月号）や大阪市の広報誌（区広報誌６、８、９、１０月号の全市情報部分）、

交通円滑化推進会議の幹事団体の広報誌へ掲載し、万博ＴＤＭへの協力を呼びかけた。 

   

図 ６．１８ 大阪府広報誌掲載誌面 

 

 
図 ６．１9 大阪商工会議所広報誌掲載誌面 

 

 

配 布 駅： 朝潮橋駅、大阪港駅、コスモスクエア駅 

実 施 日： ２０２５年９月５日、８日 

実施時間： 8：00～11：00、17：00～20：00 

配 布 物： ティッシュ 

配 布 数： １０，０００個 

図 ６．１７ ポケットティッシュ（ラベル） 
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4. 万博 TDM パートナー等への情報発信 

万博 TDM パートナー及び府民・市民等に対して交通混雑状況を理解いただき、万博 TDM の取

組への意識向上とともに、企業活動に活用してもらえるよう、万博 TDM パートナー向けのメールマガ

ジンにて２０２５（令和７）年４月１１日以降の毎平日において、最新の週間交通混雑予測情報を配信し

た。 

また、配信日に応じ、万博 TDM に関する最新情報やキャンペーン情報等の万博 TDM パートナー

の企業活動に有用な内容の配信も合わせて行った。 

さらに、会期終盤の９月下旬には、阪神高速道路湾岸舞洲出口の道路交通量が増加傾向となった

状況を踏まえ、万博ＴＤＭパートナーに対し、日々のメールマガジンの配信とは別に、会期終盤の混雑

時間帯及び混雑区間を回避する取組への更なる協力を働きかけた。 

加えて、大阪市公式 LINE を活用した配信も実施した。 

（1） 交通混雑予測情報の算出 

a)鉄道（Osaka Metro 中央線の混雑率） 

 

① ２０２５年４月１１日から８月５日 

大阪府・大阪市万博推進局にて予測を実施 

 

② ２０２５年８月６日から１０月１０日 

Osaka Metro にて予測を実施 

 

b)道路 

・大阪市建設局にて予測を実施 

・２週間前の当該日の混雑状況を算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

［「一般交通※1（弁天町駅→朝潮橋駅区間）」＋「万博交通※2（弁天町駅→朝潮橋駅区間）」］ 

÷「輸送力」にて算定 
 

※1 一般交通については、予測月の１年前の月の区間利用者数（弁天町駅→朝潮橋駅区間）をもとに、 

各曜日の平均利用者数を算定 

※2 万博交通については、 配信日時点での東ゲート来場者予約数をもとに算定 

Osaka Metro が公表するＯｓａｋａ Ｍｅtro 全路線の列車混雑予測情報※3 を活用 
 

※3  ＡＩを活用して過去の列車の混雑データを学習させることで、１週間先までの列車の混雑状況を 

   予測するもの。e METRO アプリとＯｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ公式ホームページで確認可能 
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（2） 混雑予測情報の配信例（９月２４日配信） 

a） 鉄道（Osaka Metro 中央線 弁天町駅→朝潮橋駅区間） 

 
図 ６．２０ 鉄道混雑予測情報の配信例 

b）道路（会場周辺道路） 

・湾岸舞洲  ： 阪神高速道路 湾岸舞洲出口 合流部（高速ルート） 

・白津     ： 白津 1 丁目交差点（北ルート） 

・咲洲(中央) ： 咲洲トンネル西交差点（中央ルート） 

・咲洲(南)  ： 咲洲トンネル西交差点（南ルート） 

 

図 ６．２１ 道路混雑予測情報の配信例 
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5. 大阪府・市部局との調整 

（1） 万博会期中の勤務条件制度の取扱い（大阪市） 

勤務条件制度所管部局との調整の結果、関係所属へ、下記のとおり周知が行われた。 

（大阪府はテレワークの実施頻度に制限なし） 

なお、会期終盤の最混雑期には、より万博ＴＤＭに取り組む必要があることから、各所属宛てに周

知を行った。 

 

（2） 万博会期中の交通混雑緩和の取組拡大 

万博開幕から約２か月が経過し、来場者数が 500 万人を突破する中、６月以降は団体旅行等によ

り、来場者数の更なる増加が見込まれることに加え、来場者の鉄道利用率が当初の想定以上である

ことから、更なる万博 TDM の取組が必要と判断し、2025（令和７）年６月３日付けで大阪府・大阪市

万博推進局から大阪府・市の各部局へ万博ＴＤＭの取組拡大の協力を依頼した。 

また、大阪市会においては、大阪市役所が Osaka Metro 御堂筋線沿線に位置していることを鑑

み、最混雑期の議会日程に配慮いただいた。 

 

取組期間の変更内容： 

・混雑する期間（６月１日～７月１８日（６月３０日から延期）、８月１８日～９月３０日） 

・非常に混雑する期間（１０月１日～１０月１３日） 

 

通勤削減目標の変更内容： 

 
※1 市役所の所属（副首都推進局、市政改革室、デジタル統括室、総務局、都市交通局、政策企画室、 

危機管理室、市民局、財政局、計画調整局、福祉局、健康局、こども青少年局、 都市整備局、会計室、 

教育委員会事務局、行政委員会事務局、市会事務局）、契約管財局、環境局（あべのルシアス）、消防局、 

港区役所 

 

咲洲庁舎・ＡＴＣ庁舎部局においては、６月１日～６月１５日は３割の通勤削減、 

６月１６日～７月１８日及び８月１８日～９月３０日は、開幕後の状況を踏まえ、 

更なる取組目標として、可能な限り５割の通勤削減を目指す 

対象職員 取組方針
取組目標

非常に混雑する期間 混雑する期間

咲洲庁舎・ATC庁舎 Osaka Metro中央線の混雑緩和に寄与 ７割

大阪府庁・
大阪市役所など※1

Osaka Metro中央線、御堂筋線の混雑緩和
および大阪市内中心部の交通総量削減に寄与

３割 可能な範囲

大阪府市職員
（上記除く）

Osaka Metro中央線、御堂筋線の混雑緩和
および大阪府内全域の交通総量削減に寄与

可能な範囲 可能な範囲

３～５割＊

対     象     者 ：  ATC 庁舎に通勤する職員 

テレワークの実施頻度 ：  週２日以内としているところを週４日以内とする 

対   象   期   間：  2025（令和７）年６月１日から１０月１３日まで 
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6. 万博 TDM 取組期間の効果検証 

（1） 鉄道（Osaka Metro 中央線）における効果検証 

 

a）検証内容 

万博閉幕後に会期を通じた万博ＴＤＭの検証を行った。 

検証期間は、万博ＴＤＭ取組期間である２０２５（令和７）年６月、及びお盆明けの８月１８日から８月

２９日、そして会期終盤の９月、及び１０月１日から 10 月１０日の平日とし、比較週を万博ＴＤＭ取組前

の直近週である５月２６日から５月３０日とした。 

検証区間は、Osaka Metro 中央線において最も混雑が予測された「弁天町駅→朝潮橋駅」区

間、検証時間は、混雑対策が必要となる平日朝ピークの８時台から１０時台とした。 

これらの前提条件のもと、Ｏｓａｋａ Ｍetro 中央線「弁天町駅→朝潮橋駅」区間の混雑率に着目

し、来場者輸送具体方針において設定された達成目標１２０％との比較を行った。 

 

 

図 ６．２２ 検証区間：Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

89 

第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

 

b）検証結果 

検証の結果、表６．７のとおり、万博ＴＤＭ取組前（５月２６日から３０日）の平均混雑率は８時台が平

均１２０％、９時台が１１４％、１０時台が１０１％であることに対し、万博ＴＤＭ取組週の６月で１０７％、 

１０３％、８２％、８月で１０１％、８７％、７４％という結果となり、万博ＴＤＭ取組週において、取組前（５月

２６日から３０日）よりも混雑率が低く、万博来場者が徐々に増加傾向にある中で、目標値である混雑

率１２０％を下回る結果となった。 

万博 TDM パートナーや大阪府・市、博覧会協会等の取組が寄与したものと考えられる。 

一方、９月では、１１９％、１１４％、１１２％、１０月では、１３０％、１２９％、１３３％という結果となり、９月

の１０時台、１０月の各時間帯において、万博ＴＤＭ取組前より平均混雑率が高いことが確認された。加

えて、１０月においては、各時間帯とも、平均混雑率が目標値の１２０％を超過することが確認された。 

この結果を受け、要因を探るべく、会期終盤の 9 月中旬以降に着目し、「弁天町駅→朝潮橋駅」に

おける時間帯別の区間混雑率の推移等を確認した。 

 

表 ６．７ Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅） 区間混雑率の推移 
 

８時台（平均） ９時台（平均） 10 時台（平均） 

TDM 取組前  〔 5/26～  5/30〕 120％ 114％ 101％ 

TDM 取組週  〔 6/ 2～  6/30 平日〕 107％ 103％ 82％ 

TDM 取組週  〔 8/18～  8/29 平日〕 101％ 87％ 74％ 

TDM 取組週  〔 9/ 1～  9/30 平日〕 119% 114％ 112％ 

TDM 取組週  〔10/ 1～ 10/10 平日〕 130％ 129％ 133％ 

出典：第６回 交通円滑化推進会議資料 

 

 

出典：第６回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．２３ Osaka Metro 中央線（弁天町駅→朝潮橋駅） 曜日別 区間混雑率推移（左から８時台、９時台、１０時台） 
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その結果、会期終盤の９月中旬以降は、図６．２4 のと

おり、万博来場者は連日２０万人を超える状況が続いて

おり、「弁天町駅→朝潮橋駅」間の区間混雑率も上昇傾

向を示し、平均混雑率１２０％を超過することが確認され

た。 

会期終盤の駆け込み需要による来場者増加は、なぜ

目標値の１２０％を超過することとなったのか、その要因

を３点推測した。 

１点目が、Osaka Metro 中央線の機関分担率が、 

想定を上回る結果となったことである。 

来場者輸送具体方針では、日計画来場者数 22.7 万人に対し、鉄道の機関分担率は約５９％の想

定であった。一方で、９月中旬以降、２２万人／日以上が来場する中で、機関分担率が平均７０％と想

定を約１０％上回る結果となり、これが要因の１つと推測された。 

２点目が、来場者の来場時間の前倒しである。 

会期終盤では、来場者が少しでも早く会場に入り、目当てのパビリオン等を体験するため、予約時

間帯よりも早く、前倒しで来場し、入場待ちをするという傾向が見られた。特に１２時から１７時枠の入

場日時予約者は、１２時からすぐに会場内へ入場できるよう、前倒しで来場し、東ゲート前に多数待機

する状況が発生したため、Ｏｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ中央線の１０時台が非常に混雑するという傾向が見られ

た。この傾向が、図６．２６に示すとおり８時台から１０時台における夢洲駅降車人数の推移に表れてい

る。９月中旬以降、各時間帯ともに降車人数が増加しており、この要因は、午前予約者が８時台、ある

いは９時台に集中し、特に１０時台については、１１時台の前倒しに加え、１２時予約者の前倒しがあった

ことによるものと推測される。 

３点目が、会期終盤にＯｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ中央線沿線主要集客施設において、大規模イベントが開催

されていたことである。集客施設においても、ホームページ上でニュートラム利用による迂回の呼びか

け等を実施していたものの、会期終盤に実施された大規模イベントに多数の来訪者があり、鉄道の混

雑率の増加に影響したものと推測される。 

以上のとおり、会期終盤に、混雑率の達成目標 120%を超過する結果となったものの、万博ＴＤＭ

の取組の効果もあり、大きな混乱もなく来場者輸送が実施された。 

 

  
 

 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 
図 ６．２４ 大阪・関西万博来場者輸送実績 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 
図 ６．２５ ９月以降の Osaka Metro 中央線 

「弁天町駅→朝潮橋駅」区間混雑率推移 
 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 
図 ６．２６ ９月以降の Osaka Metro 中央線 

      「夢洲駅」降車人数推移 
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（2） 道路（阪神高速道路）における効果検証 

 

a）検証内容 

検証期間は、鉄道と同様に万博ＴＤＭ取組期間である２０２５（令和７）年６月、及びお盆明けの８月１

８日から８月２９日、そして会期終盤の９月、及び１０月１日から１０日の平日とした。比較週は来場者輸

送具体方針に基づき、万博開幕前の通常時である２０２０（令和２）年１０月とした。 

検証区間は、来場者輸送具体方針での予測時点において渋滞の延長が予想されていた１１号池田

線、１６号大阪港線、検証時間は、万博来場者と通勤等の経済活動が重なる平日７時台から１１時台と

した。 

これらの前提条件のもと、１１号池田線、１６号大阪港線の２路線に着目し、来場者輸送具体方針に

よって設定された「通常時の最大渋滞長を超えない」という達成目標との比較検証を行った。 

 

 
図 ６．２７ 検証区間：11 号池田線（塚本→福島）、16 号大阪港線（東船場→西船場） 
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ｂ）検証結果 

検証の結果、図６．２８に示すとおり１１号池田線は塚本を先頭に、6 月では各時間帯の渋滞長は、

通常時の最大以下となったが、８月、９月、10 月の８時台においては、通常時の最大渋滞長（6.6km）

を最大で 1.4km 超過した。 

また、１６号大阪港線についても、池田線と同様に、西船場を先頭に、6 月では各時間帯の渋滞長

は、通常時の最大以下となったが、８月、９月、10 月の８時台において、通常時の最大渋滞長

（5.6km）を最大で 3.3ｋｍ超過した。 

この結果については、2020 年から 2025 年までにかけての阪神高速道路全体における交通量の

増加や大規模更新の完了等による交通利用状況の変化、万博交通を含む日交通量の変動等、様々

な要因が考えられる。 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．２８ 11 号池田線（塚本→福島）・16 号大阪港線（東船場→西船場）における渋滞長（7 時台～11 時台）の推移 

 

一方、万博会期中の阪神高速道路全線の利用台数を確認しても、前年同月に比べて利用台数に

大きな変化は見られず、渋滞状況も万博開催前から大きな変化はないことが確認された。 

 

出典：大阪・関西万博 来場者輸送実績報告書 

図 ６．２９ 万博会期中における阪神高速道路の利用台数 
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（3） 道路（会場周辺道路）における効果検証 

a）検証内容 

来場者輸送具体方針に具体的な取組目標は位置付けられなかったものの、阪神高速道路と同様

に、万博ＴＤＭの取組への協力を働きかけていた万博会場周辺道路の主要な交差点等の４地点（阪

神高速道路湾岸舞洲出口（高速ルート）、白津１丁目交差点、咲洲トンネル西交差点(南・中央ルート)

を検証箇所とした。 

検証期間は、鉄道や道路（阪神高速道路）と同様に、万博ＴＤＭ取組期間である２０２５（令和 7）年

６月、及びお盆明けの８月１８日から８月２９日、そして会期終盤の９月、ならびに１０月１日から 10 月 

１０日の平日とした。比較週は万博ＴＤＭ取組前の直近週である５月２６日から５月３０日とした。なお、

５月２６日の週のデータが、通信障害で一部欠損していた咲洲トンネル西交差点（南・中央ルート）につ

いては、５月１２日から 5 月１６日とした。 

検証時間は、混雑が想定される平日８時台から１０時台とした。 

検証内容としては、当該４地点を通過する車両台数（pcu/h※）により、交通量の変化及び交通容

量に対する交通量を確認した。 
※pcu（passenger car unit）：通行する交通がトラック等の大型車、二輪車等を含まず、乗用車だけから構成されてい 

る場合における通行台数を示すもの。大型車の通行台数は小型車の 2 倍として計上する。 

 

 

図 ６．３０ 検証箇所：阪神高速道路湾岸舞洲出口（高速ルート）、 

白津１丁目交差点、咲洲トンネル西交差点(南・中央ルート) 

 

 

 

 

 

ｂ)検証結果 
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図６．３１に示すとおり、阪神高速道路湾岸舞洲出口（高速ルート）について、車両種別に一般車両

の小型・大型※１、万博車両の小型・大型※２に細分化して、検証を行った。 

結果、車両種別では、一般小型の８時台、９時台の８月、一般大型の８時・９時・１０時台の８月、９月

及び１０月において、減少傾向が確認され、一つの要因として万博ＴＤＭによる効果と推測される傾向

が確認された。 

 

 
※１ 一般（小型）：万博関連車両、IR 関連車両、コンテナ車両を除き、自動車登録番号標の分類番号が 

3、4、5、6、7 の車両 
    一般（大型）：万博関連車両、IR 関連車両、コンテナ車両を除き、自動車登録番号標の分類番号が 

1、2、8、9、0 の車両 
※2 万博（小型・大型）：万博来場を目的とした車両。 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３１ 阪神高速道路湾岸舞洲出口（高速ルート）の交通量（８時台～10 時台）の推移（車種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、道路交通量については、最も道路交通量が多かった１０月の１０時台においても、交通容量
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に対し２０％弱下回っており、交通混雑の発生は確認されなかった。 

 

表 ６．８ 阪神高速湾岸舞洲出口（高速ルート）の交通量（８時台～10 時台）と容量比（全数） 

 
5/26 週の平均 

6 月 

（6/2-30 平均） 

8 月 

（8/18-29 平均） 

9 月 

（9/1-30 平均） 

10 月 

（10/1-10 平均） 

車両台数

（pcu/h） 
容量比 

車両台数

（pcu/h） 
容量比 

車両台数

（pcu/h） 
容量比 

車両台数

（pcu/h） 
容量比 

車両台数

（pcu/h） 
容量比 

8 時台 822 61% 835 62% 827 61% 987 73% 1,008 75% 

9 時台 995 74% 968 72% 827 61% 1,062 79% 1,063 79% 

10 時台 889 66% 890 66% 881 65% 1,057 78% 1,122 83% 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

 

また、白津１丁目交差点、咲洲トンネル西交差点(南・中央ルート)についても、各時間帯別の全数

（車種計）を比較した結果、3 地点とも交通量の減少傾向を確認するには至らなかったものの、いずれ

も交通容量に対し道路交通量は十分下回っており、混雑の発生は確認されなかった。 

 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３２ 白津１丁目交差点、咲洲トンネル西交差点（南・中央ルート）の交通量（８時台～10 時台）の推移 
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7. 万博 TDM パートナーや個人（主に駅利用者）の取組状況 

（1） アンケート結果について 

a)アンケート対象及び分析手法 

万博 TDM パートナーに登録している企業等及び個人（主に駅利用者）を対象にアンケ―トを実施

した。 

分析は、「万博 TDM パートナー」と「個人（駅利用者）」別に、万博会期中における万博 TDM の取

組結果を取りまとめた。 

なお、10 月は万博 TDM パートナーからのアンケート回収率向上を図るため、アンケート協力依頼

のリマインドメールの配信や電話での協力依頼を行った結果、6 月より回収数が増加した。 

 

表 ６．９ 属性別万博 TDM アンケート実施対象数 

NO 対象分類 対象 方法 目的 
回収数 

６月 １０月 

1 企業 
TDM パートナ

ー企業 

・TDM パートナー

企業へのメール

マガジンでアンケ

ートを配信 

・TDM パート

ナー企業の取

組状況や課題

を把握 

３２２件 

パートナー１，５２９件 

アンケート回収期間 

６月２０日～７月１４日 

（２５日間） 

６３６件 

パートナー１，６４４件 

アンケート回収期間 

１０月１０日～１１月６日 

（２８日間） 

２ 
駅利用者

（WEB） 

大阪府＋近隣市

に居住し、通勤

で８、９、１０時台

に鉄道を利用さ

れている方 

・楽天インサイトの

WEB モニターを

対象に条件に該

当する方を抽出

し回答を回収 

・TDM パートナー

専用 HP にて回

答を回収 

・認知度や駅利

用者の取組状

況を把握 

１２，１７２人 

内、中央線及び 

御堂筋線利用者 

 ３，１３０人 

その他の鉄道利用者 

 ９，０４２人 

１２，１６７人 

内、中央線及び 

御堂筋線利用者 

 ３，２２９人 

その他の鉄道利用者 

 ８，９３８人 

※本アンケートについては、任意の協力によるものであるため、回答がいただけなかった企業の取組状況は不明 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「万博 TDM パートナー」の取組分布[人流] 
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アンケートに回答頂いた企業等においては、6 月・10 月ともに、開幕前より重点的に広報を行った

Ｏｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ中央線沿線区（本町駅以西）である中央区・西区・港区や、Ｏｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ御堂筋沿

線の北区、会場周辺区である住之江区・此花区が上位であった。 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３３ 万博 TDM パートナーにおける人流に係る取組を行う企業の分布 

 

c)「万博 TDM パートナー」の取組状況[人流] 

「人流」に係る取組を実際に行った「TDM パートナー」の取組割合は、 6 月・10 月ともに約 90％

と高い結果となった。 

取組内容は、6 月・10 月ともに「時差出勤やフレックスタイムの実施」「在宅勤務の実施」が上位と

なった。また、自由回答では「就業時間を前倒し(８時３０分から 8 時に変更)」「混雑区間を避けた教

室やイベントを開催」といった取組も見られた。 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３４ 「人流」に係る取組 万博 TDM パートナー 

 

 

 

ｄ）「個人（主に駅利用者）」の取組状況[人流] 
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10 月に「人流」に係る取組を行った「個人（主に駅利用者）」の取組割合は、６月より増加した。しか

し、「知らなかった」と回答した方の割合は、10 月においても５割を超過していた。これは、アンケート調

査の対象を、大阪府及び近隣市に居住し、８時台から１０時台に通勤で鉄道を利用している方としてお

り、重点エリアや主要エリアの鉄道を利用していない方も含まれているためと想定された。 

一方、重点的に広報を実施したＯｓａｋａ Ｍｅｔｒｏ中央線及び御堂筋線利用者に限定した場合は、6

割強が万博 TDM の取組を認識していたことを確認した。 

取組内容は、「万博 TDM パートナー」と同様に、6 月・10 月ともに「時差出勤やフレックスタイムの

実施」「在宅勤務の実施」が上位となった。 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３５ 「人流」に係る取組  個人（主に駅利用者） 

 

e)「万博 TDM パートナー」の取組状況[物流] 

10 月は６月のアンケートより回収数が大きく増加し、また 10 月に「物流」に係る取組を実際に行っ

た「万博 TDM パートナー」の取組割合は、約 63％となった。 

取組内容は、6 月・10 月ともに「混雑時間帯の回避」「混雑場所・ルートの回避」が上位となった。 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３６ 「物流」に係る取組 万博 TDM パートナー 

 

 

f)「万博 TDM パートナー」の取組によるポジティブな変化[人流] 
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万博会期中に「人流」に係る万博 TDM に取り組んだ「万博 TDM パートナー」のうち、約 67％が

万博 TDM に取り組んだことによるポジティブな変化を実感した。 

変化の内容は、「時差出勤による通勤負担の軽減・生産性向上」「柔軟な働き方による仕事と家庭

のバランス向上」が上位となった。 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３７ 変化の有無（人流)、ポジティブな変化の内容（人流) 

 

g)「万博 TDM パートナー」の取組によるポジティブな変化[物流] 

万博会期中に「物流」に係る万博 TDM に取り組んだ「万博 TDM パートナー」のうち、約 61％が

万博 TDM に取り組んだことによるポジティブな変化を実感した。 

変化の内容は、「取引先や顧客との業務連携の円滑化」「配送量や配送回数の減少等により、経費

節減や SDGs の取組につながった」が上位となった。 

 

出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．３８ 変化の有無（物流)、ポジティブな変化の内容（物流) 

 

 

ｈ)万博 TDM の周知方法 
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「個人（主に駅利用者）」を対象とした万博 TDM の各周知方法による認知数は、6 月・10 月ともに

「鉄道車両広告（電車内・駅ポスター）」が認知手段の上位となった。 

また、10 月においては会期終盤の広報強化に伴い実施した「テレビ CM」が、認知手段の上位とな

った。テレビ CM の印象が強く、WEB 広告については、6 月より継続して行ってきたが、次点となっ

た。 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図６．３９ 「個人」を対象とした万博 TDM の各周知方法による認知数 

 

（2） 万博 TDM アンケート結果のまとめ 

本アンケート結果より、「鉄道車両広告」や「テレビ CM」が認知手段の上位であり、これまで実施し

た広報等が万博 TDM の理解促進に寄与したことを確認した。 

また、万博 TDM パートナーからは、万博 TDM の取組の結果、ポジティブな変化を実感した一方

で、今後、更なる万博 TDM の理解促進のためには、勤務体制や関係先との調整に十分な時間が必

要であるといった意見が寄せられた。 

 

（3） 万博 TDM パートナーの取組事例 

積極的に万博 TDM に取り組んでいただいた企業（(株)LIXIL、ミズノ（株）、関西電力（株）・関西

電力送配電（株）、ＮＴＴ西日本（株）、(株)オプテージ、りそなグループ、(株)ロイヤルホテル、(株)エク

シオテック）の取組事例を交通円滑化推進会議（第５回、第６回）で紹介した。 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

8. 大阪府・市等の取組 

（1） 大阪府・市職員の万博 TDM 取組結果 

６月から９月は咲洲庁舎・ATC 庁舎部局（約 3,7０0 人）において、８時台から 10 時台に Osaka 

Metro 中央線の混雑回避の取組を実施した。 

６月前半は取組目標３割に対して約 46％、６月後半から７月、８月から９月は取組目標５割に対し

て約 55％と、いずれも目標を上回る取組を実施した。 

取組内容は「時差勤務等」が最も多く、次いで「休暇取得」「テレワーク」が多い傾向であった。 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．４０ 大阪府・市職員の万博 TDM 取組結果（6～9 月） 

 

10 月は咲洲庁舎・ATC 庁舎部局（約 3,7０0 人）に加えて、大阪府庁・大阪市役所等（約 1 万

330 人）において、８時台から 10 時台に Osaka Metro 中央線（府庁・市役所等では御堂筋線等

を含む）の混雑回避の取組を実施した。 

咲洲庁舎・ATC 庁舎では、取組目標７割に対して約 71％、大阪府庁・大阪市役所等では、取組目

標３割に対して約 38％と、いずれも目標を上回る取組を実施した。 

取組内容は、共に「時差勤務等」が最も多く、「休暇取得」「テレワーク」が多い傾向であった。 

咲洲庁舎・ATC 庁舎部局においては、取組目標７割を達成するため、「時差出勤等」「サテライトオ

フィス勤務」が５％以上増加した。 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．４１ 大阪府・市職員の万博 TDM 取組結果（10 月） 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

（2） 博覧会協会職員の万博 TDM 取組結果 

博覧会協会職員約８００人のうち、夢洲勤務は約８割、ATC・咲洲勤務は約２割である。取組の割

合については、夢洲勤務の職員は約７3％が混雑時間帯（８時台から１０時台）を避けた出勤、ATC・

咲洲勤務の職員は迂回通勤、時差出勤等で約７0％が万博 TDM に取り組んだ。 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．４２ 博覧会協会職員の万博 TDM 取組結果 

 

（3） 国機関の職員の万博 TDM 取組について 

２０２４（令和６）年８月 16 日付けで、交通円滑化推進会議 会長から国際博覧会担当大臣あてに

万博 TDM の取組への協力を依頼したことにより、大阪市域の国機関においてトライアル期間、TDM

を「呼びかける」期間、TDM を「強く呼びかける」期間に万博 TDM を実施した。 

TDM を「強く呼びかける」期間に、大阪市域の国機関に勤務する常勤職員※（8,065 人）を対象

に、万博 TDM として、８時台から 10 時台に Osaka Metro 御堂筋線梅田駅から本町駅、中央線

本町駅から夢洲駅を含む経路の乗車回避等を実施した。 

10 月 1 日から 10 月 10 日の平日において、取組目標３割に対して約 39％と目標を上回った。 

取組内容は、「フレックス」勤務が最も多く、「休暇取得」「時差勤務」が多い傾向であった。 

※TDM 実施により業務に支障が生じる危機管理業務・窓口業務の担当職員や交替制勤務の職員を除く 

 
出典：第 6 回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．４３ 国機関の職員の万博 TDM 取組結果 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

9. 万博 TDM 取組結果のまとめ 

鉄道に関しては、万博 TDM 取組期間の 6 月・8 月は達成目標である Osaka Metro 中央線の

平均混雑率 120%以下を達成した。一方、会期終盤の 9 月中旬以降、想定を上回る Osaka 

Metro の機関分担率や来場時間の前倒しによる急増、Osaka Metro 中央線沿線主要集客施設に

おける大型イベント等の影響により、平均混雑率が 120%を超過したものの、万博 TDM の効果もあ

り、大きな混乱なく万博来場者輸送を実施することができた。 

道路に関しては、平日午前中の阪神高速道路において、「渋滞長が通常時の最大を超えない」とい

う目標に対して、通常時よりも渋滞長が超過する日・時間帯があったものの、阪神高速道路全線では

利用台数に大きな変化は見られず、渋滞状況も万博開催前から大きな変化は見られなかった。また、

会場周辺道路においては、道路交通量が多い場合でも交通容量に対して道路交通量が下回る結果

となった。 

これらの結果から、総じて、万博 TDM の取組にご賛同いただいた府民市民、万博 TDM パートナ

ー、主要集客施設等の取組により、万博会期を通して円滑な来場者輸送と経済活動の両立に寄与で

きたものと考える。 

さらに、今回の万博 TDM の取組を踏まえて、今後の大型イベントの企画時において、TDM の効

果をより高めるためのポイントとして、以下の２点を整理した。 

1 点目は、企業や府民・市民等への TDM 理解促進である。 

企業等に対し、TDM の必要性についての理解や行動変容を促すため、官民一体となった検討体

制の構築、イベント本番時期を見据えたトライアルや戦略的な広報を実施することが重要である。ま

た、TDM への協力促進のための魅力的なインセンティブを用意することが重要である。 

2 点目は、十分な準備時間の確保である。 

アンケートでの課題にもあったが、TDM 実施に伴う「業務の DX の推進」や「勤務体制の調整」「関

係者や取引先との調整」について、一定の時間を要することから、実施時期を見据えた十分な準備期

間を確保することが重要である。 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

10. その他の関連取組 

利用者の自発的な行動変容を促すため、民間企業や鉄道事業者と連携し、混雑回避行動に対して

インセンティブを付与する施策を展開した。 

 

（1） Osaka Metro 万博 TDM 推進キャンペーン 

Osaka Metro 中央線の混雑緩和を目指し「万博 TDM 推進キャンペーン」を展開した。ニュート

ラムへの迂回利用やピーク時（8 時台）を避けた利用に対し、「e METRO アプリ」を用いた二次元コ

ード読取を条件にポイントを付与した。特に最も混雑する 2025（令和７）年 10 月は 2 倍のポイント

を進呈した。このキャンペーンにより、平日の通勤時間帯における混雑の平準化と、スムーズな輸送ネ

ットワークの維持を図った。 

 

 
出典：第５回 交通円滑化推進会議資料 

図６.4４ 万博 TDM 推進キャンペーン（万博会期中） 

 

（2） 万博 TDM タッチ決済キャンペーン 

万博 TDM に賛同したカード会社等の協力により、「万博 TDM タッチ決済キャンペーン」を実施し

た。 

2025 年 8 月 18 日から 10 月 13 日の期間中、Osaka Metro 全線にてオフピーク時間帯

（11:00 から 15:59）にクレジットカード等のタッチ決済で乗車または降車をした利用者に対し、運賃

の 30％を即時キャッシュバックするもので、このキャンペーンにより混雑時間帯の回避を促した。 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

 

出典：第５回 交通円滑化推進会議資料 

図６.４５ 万博 TDM タッチ決済キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６．４６ ポスターにおける Osaka Meｔro 万博ＴＤＭ推進キャンペーン、万博ＴＤＭタッチ決済キャンペーンの掲載 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

11. 万博 TDM パートナー登録促進に向けた取組結果 

（1） 広報の取組 

万博 TDM パートナー登録促進に向けて、ポスター掲示やテレビ CM 等、広報に関する取組を交

通円滑化推進会議の幹事団体である経済団体や鉄道事業者及び道路事業者等と連携し、広く働き

かけを行った。 

表 ６．１０ 万博 TDM パートナー登録促進における主な取組 

 

出典：第６回 交通円滑化推進会議資料 

 

（2） 各種インセンティブの取組 

 

a)テストランへの招待 

万博開幕前に会場内に来場者を招き、会場運営の試行を行うテストランの募集を行い、4,945 名

を招待した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)万博 TDM 出前授業 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

万博 TDM パートナーの職場等に大阪府・大阪市万博推進局の職員と万博公式キャラクターであ

るミャクミャクが訪問し、万博 TDM 等の PR を行った。 

また、会期終盤に向けて万博 TDM の更なる機運醸成のため、２０２５（令和７）年９月１６日から９月

３０日の内６日間で１０事業所を追加で実施し、合計 20 事業所で実施した。 

 

表６．１１ 実施日及び参加企業 

実施日 参加企業 実施日 参加企業 

２０２５年６月１８日 （株）神戸製鋼所 大阪支社 ２０２５年９月１７日 大阪府印刷工業組合 

２０２５年６月１８日 
富山県（大阪事務所）、 

一般財団法人近畿富山会館 
２０２５年９月１８日 美原運送（株） 

２０２５年６月２５日 寺本運輸倉庫（株） ２０２５年９月１８日 （株）コムフォート 

２０２５年６月２５日 大伸社グループ ２０２５年９月２４日 住友金属鉱山（株） 

２０２５年７月９日 洋也（株） ２０２５年９月２４日 
医療法人伯鳳会 

はくほう会 セントラル病院 

２０２５年７月９日 （株）ミライト・モバイル・ウエスト ２０２５年９月２５日 
一般社団法人 

全日本ノルディック・ウォーク連盟 

２０２５年７月３０日 社会保険労務士法人 和 ２０２５年９月２５日 株式会社 Dove Innovations 

２０２５年７月３０日 （株）スリート ２０２５年９月３０日 （株）アサヒファシリティズ 

２０２５年９月１６日 大阪厚生信用金庫 ２０２５年９月３０日 医療法人白真会 

２０２５年９月１６日 （株）関塾   

 

 

写真 ６．９ 万博 TDM 出前授業の状況 出前授業風景（上段）・出前授業後（下段） 

 

 

ｃ）大阪ヘルスケアパビリオン催事専用スペースの活用 

株式会社アサヒファシリティズ 社会保険労務士法人 和 

株式会社ミライト・モバイル・ウエスト 株式会社コムフォート 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

大阪ヘルスケアパビリオンの催事専用スペース（ステージ・広場）において、万博 TDM パートナー

12 事業所がポスターやステージでの映像等を用いて、自社の万博 TDM の取組内容等を発信した。 

 

表 ６．１２ 実施日及び参加企業 

実施日 参加企業 実施日 参加企業 

２０２５年６月２２日 大伸社グループ ２０２５年７月４日 大阪府印刷工業組合 

２０２５年６月２２日 STUDIO PORT MINA ２０２５年７月７日 ソルドジャパン（株） 

2０２５年６月２９日 カワテック（株） ２０２５年７月７日 合同会社 TRCordinator 

２０２５年７月２日 
一般社団法人 

全日本ノルディック・ウォーク連盟 
２０２５年７月１５日 （株）千里カーゴサービス 

２０２５年７月２日 （株）れんくる ２０２５年７月１５日 （有）ネオ・ドリーム 

２０２５年７月４日 （株）夢広 ２０２５年７月２２日 
医療法人白鳳会 

はくほう会 セントラル病院 

 

 

  

写真 ６．１０ 大阪ヘルスケアパビリオン催事専用スペースの活用状況 

ステージでの発表（上段）・広場でのパネル展示（下段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

STUDIO PORT MINA 株式会社千里カーゴサービス 

大阪府印刷工業組合 
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第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

（3） 万博 TDM パートナー登録数の推移 

インセンティブへの参加募集により 1,195 事業所が新たに登録し、登録数が大きく増加した。 

さらに、開幕 100 日前・万博会期中の６月期、ならびに会期終盤に向けて実施した万博 TDM パ

ートナー登録促進に向けた広報の効果もあり、最終的に 3,684 事業所に登録いただいた。 

 

 
出典：第６回 交通円滑化推進会議資料 

図 ６．４７ 万博 TDM パートナー登録数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

110 

第６章 万博会期中の万博 TDM の取組 

（4） 万博 TDM パートナーへの御礼 

閉幕後、下図のとおり、万博 TDM パートナーに向け、御礼状を送付した。 

 

 
図 6.４８ 万博ＴＤＭパートナーへの御礼状 
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第７章 おわりに 

第7章 おわりに 

1. 大阪府・大阪市特別参与及び有識者（交通円滑化推進会議 幹事会に参画）からの 

 メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メガイベントの輸送オペレーション・交通対策の

難度は高い。主催者側がコントロール出来る会場

内とは異なり、広く会場外の一般交通との共存・

両立が求められるからだ。東京 2020 大会からは

輸送／交通の二重構造を明確に意識し、交通対

策は「交通マネジメント」と称して実施。特に TDM

（交通需要マネジメント）は行政が中心になりつ

つ、交通事業者等関係機関や一般利用者の協力

も得て全面展開で対策を実施することとなる。 

大阪・関西万博では、知事が会長、大阪市長が

会長代理の交通円滑化推進会議を設置し、実質

的な推進・調整業務はその幹事会で行われた。鉄

道や道路の交通容量に余裕が無い状況、さらに

半年の長丁場であったが、万博の交通マネジメン

トは成功した。関係諸氏の真摯な努力とご協力頂

いた全ての皆様に心より感謝申し上げたい。 

神田 昌幸 
大阪府・大阪市 特別参与 

 万博 TDM に関わって大規模イベント時の交通

マネジメント事例の調査をして気がついたのは、万

博の特異性でした。既存事例の多くは数日から長

くても 1 か月程度の「非日常」を対象としています

が、万博は 6 か月に及び、日常の中に非日常を組

み込む対応が求められます。 

 開催頻度も低く、過去事例を参考にするのも難

しい状況でした。そのような中で大きな混乱なく全

期間を完遂できた背景には、市民や企業との丁寧

なコミュニケーションによる信頼形成があったと考

えます。未来技術の展示場であった万博が明らか

としたものの 1 つは、科学技術が進展してもなお

重要なリアルな価値と対話の力であったように思

います。この経験をしっかりアーカイブし、継承し

ていただければ幸いです。 

塩見 康博 
立命館大学 理工学部 

環境都市学科 教授 
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第７章 おわりに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大阪・関西万博における TDM の推進は、行政

や交通事業者にとどまらず、府民・市民、さらには

万博 TDM パートナー企業の主体的な参画によっ

て支えられた点に大きな意義があります。 

通勤・通学時間の調整やテレワークの活用、来

場時間の分散など、一人ひとりの行動変容が万博

会場への交通アクセスの円滑化や、都市全体の

円滑な交通運営につながることを、広報・情報発

信を通じて丁寧に共有できたことは特筆すべき成

果です。 

 TDM を「制約」ではなく「協働による都市運営」

として理解頂けたことは、大阪・関西万博の重要な

レガシーとして、今後の都市・交通政策や大規模

イベント運営に確実に継承されていくものと考えて

います。 

大庭 哲治 
京都大学 経営管理大学院 

教授 

 大阪・関西万博は、来場者数が当初の予想を上

回るなど、非常に大きな成功を収めました。 

 その一方で、大阪市民にかかる交通負荷は許容

範囲に収まっています。長期間にわたる本イベント

では、来場者と地域住民の双方に配慮した交通マ

ネジメントが求められ、これまでにない独自の課題

が生まれました。 

私は TDM 施策に携わることができたことを大

変光栄に思います。企業に対して働き方の見直し

を促しつつ、過度な混雑を防ぐという両立は、困

難でありながらも非常に意義深い取り組みでし

た。 

 今後は、この TDM の経験が人々の移動行動に

どのような長期的変化をもたらすのかを検証して

いきたいと考えています。 

Jan-Dirk Schmoecker 
京都大学大学院 工学研究科 

准教授 
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2. 謝辞 

 

２０２５年（令和７）年４月 13 日に開幕を迎え、１８４日間という長きに渡り開催された大阪・関西万

博は、同年 10 月 13 日に、約２,９００万人を超える来場者で大変な賑わいを見せ、盛況のうちに閉幕

を迎えることができました。 

とりわけ、万博 TDM に関しては、２０２２（令和４）年１２月に官民一体となった「2025 年大阪・関西

万博 交通円滑化推進会議」の立ち上げ以降、万博会期中の円滑な来場者輸送と経済活動の両立に

向け、企業や府民・市民等の皆さま、また、幹事団体や大阪府・市職員には、テレワークや時差出勤、

あるいは物流効率化等、万博会期中の TDM への取組にご協力いただき、大変感謝申し上げます。 

こうした皆さまの取組へのご協力により、Osaka Metro 中央線や会場周辺道路等の混雑が緩和

され、来場者の安全・スムーズな移動と経済活動の両立に寄与したものと考えております。 

今回、万博 TDM の取組内容について、取りまとめを行いました。ぜひ、大規模イベント等の実施時

にご活用いただければと思います。 

最後になりますが、万博 TDM の実施に際し、行き届かない点が多々ありましたことをご容赦いた

だければ幸いです。 

 

 

大阪府・大阪市万博推進局 整備調整部 

 

表 7.1 大阪府・大阪市万博推進局 万博 TDM 歴代担当一覧 

大阪府・大阪市万博推進局 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 

理事 尾植 正順 尾植 正順 高橋 寛 高橋 寛 

整備調整部 部長 荒木 敏 藤川 佳宏 藤川 佳宏 藤川 佳宏 

整備調整部 整備調整課 

 小林 哲 小林 哲 小林 哲 小林 哲 

辻野 貴之 辻野 貴之 柏木 誠二 柏木 誠二 

藤本 将之 藤本 将之 藤本 将之 藤本 将之 

  宇野 陽介 宇野 陽介 

  舩橋 康史 庄林 真吾 

整備調整部 整備企画課 

 池   信儀 池   信儀 川合 卓爾 山岡 豊 

山﨑 誠之 山﨑 誠之 湯原 誠 湯原 誠 

澤野 泰明 澤野 泰明 澤野 泰明 稲山 貴一 

中江 貴紀 山本 一成 稲山 貴一 山本 一成 

  山本 一成  


